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 第 1章 T-Engine の仕様概要 

 

1.1 T-Engine プロジェクトとハードウェア仕様の標準化の意義 

 

(1)T-Engine プロジェクトの目的と位置付け 

 

T-Engine プロジェクトは、ミドルウェアやデバイスドライバなどのソフトウェア部品の流通性、再利

用性を高めることにより、組込みシステムの制御用ソフトの開発効率向上を目的としたプロジェクトで

す。T-Kernel と呼ばれるリアルタイム OS を中心に、デバイスドライバやミドルウェアの仕様を標準化

して、ソフトウェアの互換性を高め、品質の高いソフトウェアを素早く、低コストで開発できるのが

T-Engine の魅力です。 

 

ソフトウェアの互換性や開発効率を向上するには、OS などソフトウェアの仕様の標準化のみならず、

ハードウェアの仕様や開発環境も標準化することが有効です。T-Engine プロジェクトの前身である

ITRON プロジェクトでは、リアルタイム OS の仕様を標準化しただけで、ハードウェアや開発環境につい

ての規定は特にありませんでした。このため、同じ ITRON 同士であっても、ソフトウェアの移植がスム

ーズに進まず、ミドルウェアやデバイスドライバなどのソフトウェア部品の流通性、再利用性が十分で

ないケースもありました。T-Engine プロジェクトではこの点を大きく改善し、開発環境等のハードウェ

アについても標準化を行っているのが大きな特長です。具体的な標準化の内容は後述します。 

 

ところで、組込みシステムのハードウェアには多くのバリエーションがあり、組込みシステム自体(最

終製品という意味で)のハードウェア仕様を標準化することは不可能です。そこで、T-Engine プロジェ

クトでは、最終製品としての組込みシステムのハードウェアではなく、プロトタイプ開発やソフトウェ

ア流通のための「開発評価用ボード」のハードウェア仕様を標準化することによって、ソフトウェアの

開発効率向上を目指しています。 

 

「開発評価用ボード」とは、組込みシステムの最終商品となるハードウェア(携帯電話の例で言えば、

コンパクトな携帯電話の形をした最終的な商品と同じハードウェア) が完成するまでの間に、ソフトウ

ェアの開発や評価を進めておくためのボードコンピュータです。このためのハードウェアの標準仕様と

しては、「標準 T-Engine ボード」と「μT-Engine ボード」の 2種類があり、用途に応じて使い分けがで

きるようになっています。 

 

開発評価用ボードである標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードを利用した開発を行う場合、まず

標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードの上で動くソフトウェアを開発し、最終的なハードウェアが

できた段階でそれを移植するという段取りになります。このため、一見して開発工程が複雑になり、手

間がかかるようですが、標準化された標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードの利用により、次のよ

うなメリットがあります。 

 

まず、最終ハードウェアの完成前であっても、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードを使って、
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最終製品のソフトウェア開発を先行して進めておくことができます。また、標準 T-Engine ボードやμ

T-Engine ボードの上である程度のソフトウェアを作ることにより、最終製品のプロトタイプを早期に開

発できますので、それを使ったデモンストレーションを行ったり、プロトタイプでの評価をフィードバ

ックして製品を改良するために利用することができます。標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードは

一般市販されており、在庫さえあれば購入してすぐに利用できますので、最終的な商品のハードウェア

仕様の詳細が決まっていなかったり、ハードウェアの開発が遅れていたとしても、それに近い構成のハ

ードウェアを使って、ソフトウェアの開発を進行できるというわけです(図 1.1.1)。 

 

 

 

図 1.1.1  T-Engine の利用による組込みシステムの開発期間短縮 

 

もう 1 つのメリットは、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードのハードウェア仕様の標準化によ

り、その上ですぐに動く OS やミドルウェア、デバイスドライバ等のソフトウェア部品をオブジェクト

コードで流通できるということです。最初にご説明したように、T-Engine プロジェクトの最大の目的は

ミドルウェアやデバイスドライバ等の流通性、再利用性の向上であり、OS やソフトウェア部品が、あた

かも PC 用の市販ソフトやゲームソフトと同様にオブジェクトコードで流通できることは、大きなメリ

ットがあります。 

 

開発中の製品に近い環境上で組込みシステム用のソフトウェアを試用、評価しようとした場合、従来

は、そのソースプログラムを入手し、開発中のハードウェア上で実行できるように、調整や移植の作業

を行う必要がありました。しかし、この場合はソースを入手するために高額の費用を要することが多い

だけではなく、移植やコンパイルなどの手間もかかり、評価目的での手軽な利用が難しいといった問題

がありました。T-Engine プロジェクトでは、リアルタイム OS である「T-Kernel」やデバイスドライバ

の API の標準化に加えて、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードといった開発評価用ボードのハー

ドウェアも標準化することにより、オブジェクトコードによるソフトウェア部品の流通を可能として、

この問題を解決しています。 
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一方、組込みシステムの最終的な商品となるハードウェアの仕様(例: T-Engine を使って開発された

携帯電話のハードウェアの仕様)については、標準 T-Engine やμT-Engine のハードウェア仕様にとらわ

れる必要はなく、個々の製品の企画や要求仕様に応じて自由に決めていただいて構いません。たとえば、

標準 T-Engine ボードには USB 端子が付いていますが、最終製品で USB が不要であれば、これを外して

も構いません。また、ボードのサイズや拡張バスのコネクタについても、開発評価用ボードである標準

T-Engine ボードやμT-Engine ボードでは規定がありますが、最終製品のハードウェアではこの規定に

縛られる必要はありません。この点は、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードを開発する立場の人

には直接関係しないことですが、T-Engine ベースの製品を開発する際によく誤解される点ですので、念

のためご注意ください。 

 

ちなみに、T-Kernel を使った組込みシステムのソフトウェア開発のためだけの開発評価用ボードであ

れば、必ずしも標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードのハードウェア仕様にこだわる必要はありま

せん。そのため、T-Kernel を含めたソフトウェア構成は T-Engine 仕様準拠となっているものの、ハー

ドウェア仕様に関しては標準 T-Engine やμT-Engine とは異なる、開発評価用の T-Engine 応用製品

(T-Engine Appliance)も存在します(*1)。 

 

これに対して、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードの仕様は、ボードの物理形状やコネクタ位

置、後述の拡張バスコネクタなどのハードウェア全体を含めた開発評価用のレファレンスとして意味が

あります。たとえば、T-Engine 上に開発したプロトタイプに対してケースを被せ、デモ用のモックアッ

プを製作しようとする場合、標準 T-Engine やμT-Engine のボードサイズやコネクタ位置が規定されて

いるのは大変便利です。また、複数の標準 T-Engine やμT-Engine で共通利用可能な拡張 FPGA ボードや

ユニバーサルボードが商品化されていますが、こういったハードウェアのオプション部品が流通できる

のも、ハードウェアを含めて仕様を標準化したメリットです。 

 

(*1) 「Teacube/VR5701 評価キット」「Teaboard2/ARM920-MX1」などの例があります。いずれも 

http://www.t-engine4u.com/ 参照。 

 

(2)標準 T-Engine とμT-Engine 

 

前述のように、T-Engine の開発評価用ボートには、標準 T-Engine とμT-Engine の 2 種類の仕様があ

ります。この両者は、ターゲットとなる組込み機器の規模や用途に合わせて、適切な方を選択して利用

できます。 

 

標準 T-Engine は、液晶画面やタッチパネルを使った GUI など、比較的高度なユーザーインタフェー

スを持つ機器の開発をターゲットとした開発評価用ボードの標準仕様です。また、標準 T-Engine では、

CPU が必ずメモリ管理機能(MMU: Memory Management Unit)を持つ規定になっています。MMU の利用によ

り、プログラムのモジュール化が促進され、大規模なシステムのソフトウェア開発効率が向上します。

特に、PDA 用途で見られるような動的なアプリケーションの実行をサポートするには、MMU の必要度が

高く、標準 T-Engine のハードウェア仕様はそれに応えるものとなっています。 
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一方のμT-Engine は、比較的ユーザーインタフェースの少ない機器や、固定的な制御用アプリケーシ

ョンの実行される機器を想定したもので、主に従来から ITRON が使われてきたような用途をターゲット

としています。 

 

基板サイズやコネクタの位置などについても、両者でそれぞれに規格化されています。標準 T-Engine

の CPU ボードサイズが 75mm×120mm であるのに対して、μT-Engine の CPU ボードサイズは、さらに小型

化された 60mm×85mm です。また、標準 T-Engine には PC カードスロットと USB が付いているのに対し

て、μT-Engine には CF(Compact Flash)のカードスロットと MMC カードあるいは SD カードスロットが

付いています。両者の仕様の違いを表 1.1.1 に示します。 

 

ちなみに、T-Engineの標準リアルタイムOSであるT-Kernelについては、標準T-Engine用とμT-Engine

用の仕様の区別はなく、標準 T-Engine 上でもμT-Engine 上でも、共通の T-Kernel が動きます。また、

周辺 I/O の違いについてはデバイスドライバが吸収しますので、より上位で動作するミドルウェアやア

プリケーションについては、原則として、標準 T-Engine 用とμT-Engine 用という区別はありません。

ただし、標準 T-Engine では MMU が必須であるのに対して、μT-Engine では CPU が MMU を持たない場合

があり、その場合は T-Kernel Extension など一部のミドルウェアの利用に制約を生じることがありま

す。 

 

   表 1.1.1  標準 T-Engine とμT-Engine との比較 

 

 標準 T-Engine 仕様 μT-Engine 仕様 

CPU 32 ビット以上  

MMU 必須 任意 

RAM 容量 適宜 適宜 

フラッシュメモリ容量 適宜 

シリアル I/O 115.2kbps～ 

リアルタイムクロック あり 

オーディオ I/F あり(IN:1ch,OUT:2ch) なし 

eTRON カード I/F あり 

LCD パネル I/F あり なし 

USB ホスト I/F あり なし 

拡張ボード I/F あり 

その他の I/F PC カードスロット TypeⅡ×1 

USB ホスト×1 

CF カードスロット TypeⅡ×1

MMC or SD カードスロット×1

ボードサイズ 75mm×120mm 60mm×85mm 

 

 

(3)T-Engine のハードウェア仕様の特徴 

 

標準 T-Engine ボードおよびμT-Engine ボードの仕様や機能のうち、特徴的と思われる点について以

下に説明します。なお、具体的な仕様については、それぞれの仕様書をご覧ください。 
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・CPU や周辺デバイスの実装は自由 

 

標準 T-Engine やμT-Engine では、周辺デバイスの機能をはじめ、いろいろなハードウェア仕様を標

準化していますが、その中心となる CPU については、32 ビット(以上)という点のみが規定されており、

アーキテクチャ等の選択は全くの自由です。実際、SH 系、MIPS 系、ARM 系を中心に、各種の CPU を搭載

した標準 T-Engine やμT-Engine が開発されています。 

 

CPU のバリエーションが多いことは、標準化という意味ではマイナスになる場合もあるのですが、組

込み機器の CPU に対しては、アーキテクチャや性能のほか、チップコストや消費電力、内蔵された周辺

機能など、数多くの要求があり、CPU を限定することは困難です。また、こういった要求に対して、今

後もいろいろな半導体メーカーがいろいろな CPU を開発していくでしょうし、T-Engine による標準化が

その足枷となることは望ましくありません。 

 

一方、CPU の差異は、コンパイラや T-Kernel の CPU 依存部分でほぼ吸収することができ、ミドルウェ

アやアプリケーションへの影響は最小限にできます。こういった理由により、T-Engine プロジェクトで

は CPU を自由としています。この点は、組込みシステム特有の事情を強く反映したものであると言え、

CPU も含めて強く標準化している PC やゲーム機の世界とは対照的です。 

 

また、周辺デバイスについても、USB、PC カードや CF カードといった機能は規定されていますが、

その実装方法である周辺デバイス制御チップ等についての規定はありません。ハードウェアとソフトウ

ェア(デバイスドライバ)との役割分担についても特に規定はありませんので、すべての機能をハードウ

ェアで実現する必要はなく、デバイスドライバの助けを借りても構わないわけです。とはいえ、デバイ

スドライバの開発も簡単ではありませんので、具体的なデバイスドライバ開発の見込みがないのであれ

ば、できるだけ既存の標準 T-Engine やμT-Engine で採用例の多い周辺デバイス制御チップを使うのが

無難だと言えます。既に T-Engine で実績のある周辺デバイス制御チップであれば、デバイスドライバ

の移植が簡単に済み、システム全体の開発コストを下げることができます。 

 

・ボードの物理サイズやコネクタ位置、ネジ穴位置などを標準化 

 

T-Engine では、前述のように、開発評価用ボードの周辺デバイスの機能だけではなく、ボードの物理

サイズやコネクタ位置、ネジ穴位置なども規定しています。これらの点は、ソフトウェアの互換性には

関係しないのですが、プロトタイプの筐体や取り付け治具などの共通化に役立ち、デモンストレーショ

ン用モデルの外形デザインなどを決める際には極めて便利です。 

 

ちなみに、こういった物理サイズ等の仕様が標準化されているメリットを活かしたオプション製品と

して、「T-Engine 開発ベンチ」(*2)が市販されています。この製品は、標準 T-Engine ボード、μT-Engine

ボードを取り付け可能なアクリル台と、LCD ボード用のカバー、標準 T-Engine ボードを携帯しやすくす

るプラスチック板、専用の支柱などをセットにした治具セットで、ボードの保護や携帯性、見栄えの向

上などに威力を発揮します。この製品は、T-Engine の機種(CPU の種類)に依存することなく、今後開発
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される標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードを含めて、すべての T-Engine ボードで利用できるので

すが、それは標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードのサイズ、ネジ穴やコネクタの位置が規格化さ

れているためです。 

 

(*2) パーソナルメディアから発売中。http://www.t-engine4u.com/ 参照。 

 

・新規に開発されたキーイング付きの拡張バスコネクタ(京セラエルコ製) 

 

標準 T-Engine やμT-Engine の CPU ボードには、T-Engine として標準化された拡張バスコネクタが装

備されており、このコネクタを介して、CPU ボードに拡張ボードを重ねる形で接続できます。この拡張

バスコネクタは 0.5mm ピッチ、140 極タイプで、京セラエルコ社が T-Engine プロジェクトのために新規

開発したものです(*3)。 

 

(*3) http://www.kyocera-elco.com/jp/prdct/type/board/5603.html 参照。 

なお、本コネクタはパーソナルメディアから購入できます。 

http://www.t-engine4u.com/products/connectors.html 参照。 

 

ところで、標準 T-Engine やμT-Engine のハードウェア仕様では、実行効率重視の観点から、拡張バ

スコネクタのピン配置、プロトコル、タイミングなどの仕様を標準化しておらず、CPU に応じて仕様が

異なっています(電源や GND などごく一部のピン配置のみ規定)。 

 

一方、ボードの物理形状を標準化するためにはコネクタの物理形状も揃える必要があるのですが、バ

ス仕様の異なる別の CPU 同士で共通のコネクタを使ってしまうと、ボードの誤挿入が可能となり、故障

の原因となる心配があります。T-Engine 用に開発された拡張バスコネクタはこの問題を解決するもので、

コネクタのハウジングと一体成形された切り欠き部分のパターン(キーイングと呼びます)に種類を設

け、コネクタ挿入の可不可を論理的に区別できるようになっています。たとえば、SH7751R を搭載した

T-Engine/SH7751R の CPU ボードでは、04-01 というキーイングの拡張バスコネクタを使っており、

T-Engine/SH7751R 用の拡張ボードにおいても同じキーイングのバスコネクタを選ぶことによって、

SH7751R 以外の CPU を搭載した T-Engine には挿入できない拡張ボードを製作できるというわけです。 

 

この方式では、切り欠き部分を全く設けないことによって、どのキーイングのコネクタにも挿入可能

な、マスターキーのような拡張バスコネクタを作ることもできます。このコネクタのキーイングは 00-00

と呼ばれており、ユニバーサルボードや拡張 FPGA ボードなど、どの CPU でも利用可能な拡張ボードを

製作する場合に便利です。ただし、前述した事情により、誤挿入の可能なコネクタともなるので、注意

してご利用いただく必要があります。 

 

さらに、キーイングの工夫により、特定かつ複数の組み合わせに対応可能な拡張バスコネクタも存在

します。たとえば、04-00 のキーイングを持つ拡張バスコネクタやそのコネクタを採用した拡張ボード

は、04-01,04-02... など、04-XX のパターンを持つコネクタに挿入可能です。実際には、PCI 互換のバ
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スを持つ複数の標準 T-Engine やμT-Engine が 04-XX のキーイングに割り当てられており、PCI 互換バ

スに接続する拡張ボードのキーイングを 04-00 にしておけば、04-01 のキーイングを持つ

T-Engine/SH7751R にも、04-04 のキーイングを持つ T-Engine/Vr5701 にも挿入可能です(この両者とも

PCI 互換バスを持ちます)。 

 

一方、PCI 互換バスを持たない T-Engine には、01-XX、02-XX など別のキーイングが割り当てられて

おり、04-00 のキーイングを持つ拡張ボードは挿入できませんので、PCI 互換バスの有無による誤挿入

は防止できます。また、たとえば T-Engine/SH7751R のローカルバスを使う拡張ボードの場合は、バス

コネクタのキーイングを04-01とすることにより、T-Engine/SH7751Rには挿入可能だがT-Engine/VR5701

への誤挿入を防止した拡張ボードを実現できます。 

 

・シリアルコネクタとケーブル 

 

標準 T-Engine やμT-Engine では、開発時のデバッグコンソールとして利用することを想定した

RS232C のシリアルポートが装備されています。シリアルポートのコネクタは、標準 T-Engine およびμ

T-Engine では 15 ピンの本多通信工業製の RMC-EA15MY-OM15-MC1、16 ピンのヒロセ電機製の LX60-16S あ

るいはその互換品を使用しています。 

 

このコネクタと、PC などで標準的なシリアルポートとして使用されている DSUB-9 ピンのコネクタを

接続するシリアルケーブルは、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボード、あるいはそれらのハードウ

ェアと OS や開発環境などのソフトウェアをパッケージ化した「T-Engine 開発キット」(*4)などの商品

に添付して提供される場合が多いようです。逆に、標準 T-Engine やμT-Engine のボードを開発して提

供する立場では、電源アダプタのほか、このシリアルケーブルの添付も必要な場合があります。 

 

(*4) パーソナルメディアから発売中。http://www.t-engine4u.com/ 参照。 

 

 

(4)T-Engine のハードウェア標準仕様に含まれない機能 

 

T-Engine の仕様では、標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードに必要な周辺機能を規定しています

が、これは最低限の必要機能という意味であり、それ以上の機能を追加して提供することは特に問題あ

りません。実際、次のような機能を追加した標準 T-Engine ボードやμT-Engine ボードが市販されてお

り、これらの追加機能が各製品の特長にもなっています。 

 

・VGA 出力コネクタ 

 

PC 用の液晶モニタなどを接続し、そこにグラフィック画面を表示できます。 

 

・追加のシリアルポート 



 T-Engine 設計ガイドライン／Ver. 1.00.01  

 

TEF010-S007-01.00.01/ja 

10 

 

デバッグコンソール用のシリアルポートに加えて、アプリケーションでの制御用などに、2 本目のシ

リアルポートが利用できます。 

 

・USB function 

 

標準 T-Engine として必須の USB Host 機能のほか、USB function 機能が利用できます。 

 

・IDE コネクタ 

 

IDE タイプのハードディスクが接続可能なコネクタを実装しており、2.5 インチのハードディスクを

接続して利用できます。 

 

・LAN コネクタ 

 

T-Engine の場合、LAN の機能は拡張ボードで実現するものが多いのですが、LAN の機能を持つ標準

T-Engine ボードも存在します。 

 

・CAN などの I/O 

 

CPU のサポートする CAN インタフェースなどの I/O が引き出してあり、デバイスドライバやアプリケ

ーションから利用できます。 

 

・その他 

 

DIP-SW や LED、GPIO など、ちょっとした入出力機能を利用できる場合があります。 

 

上記の周辺機能には、コネクタボードや I/O ボードなどと呼ばれる小さな別ボードを経由して機能が

提供されるものもあります。 
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(5)T-Engine ボードの具体例とハードウエア標準仕様との関係 

 

本章のまとめとして、実際に市販されている標準 T-Engine ボード(T-Engine/SH7760)について、CPU

および周辺デバイス制御チップの実装や、コネクタなどの具体的な配置を図 1.1.2、図 1.1.3 に示しま

す。また、T-Engineのハードウェア標準仕様との関係を表1.1.2で説明します。両者を合わせて、T-Engine

のハードウェア仕様を理解する際の参考としてください。 

 

 

  表 1.1.2  T－Engine/SH7760 のボード写真(図 1.1.2、図 1.1.3)とハードウェア標準仕様との関係 

 

 

 

凡例 意味 T-Engine/SH7760 における具体的な内容 

実線枠 標準 T-Engine のハードウェア仕様と

して位置や形状が規定されるコネク

タ 

シリアルコネクタ、eTRON SIM カードイン

タフェース、拡張バスコネクタ、PC カー

ドソケット、LCD・タッチパネルインタフ

ェース、USB コネクタ、オーディオコネク

タ、電源コネクタ 

点線枠 標準 T-Engine のハードウェア仕様に

は含まれず、本 T-Engine 独自の追加

機能であるコネクタなど 

I/O ボードインタフェース、8bit ディップ

スイッチ 

実線 

(下線) 

標準 T-Engine のハードウェア仕様に

て機能的には必要とされるが、位置や

実装方法については特に規定されな

いチップ類 

SH7760(CPU)、PC カードコントローラ、

SDRAM、フラッシュメモリ 

点線 

(下線) 

標準 T-Engine のハードウェア仕様で

は規定されていないが、CPU ボードの

機能を実現するために実装されてい

るチップなど 

H8/3048F-ONE、H8/3048F-ONE 書き込みコネ

クタ、PLD 
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シリアルコネクタ 
8bit ディップスイッチ 

H8/3048F-ONE 

PLD 

PC カードコントローラ 

拡張バスコネクタ 

eTRON カード 

インタフェース 

I/O ボード 
インタフェース 

SH7760 

H8/3048F-ONE 
書き込みコネクタ 

 

 

 

 

 

  図 1.1.2  T-Engine/SH7760 のボード写真及び部品構成（CPU 面） 
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  図 1.1.3  T-Engine/SH7760 のボード写真及び部品構成（裏面） 

 

SDRAM 
フラッシュメモリ 

PC カードスロット 

オーディオコネクタ 

LCD ボード 
インタフェース 

USB コネクタ 

電源コネクタ
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1.2 T-Engine のシステム構成 

 

1.2.1 T-Engine のボード構成とオプション製品 

 

T-Engine には、各種の CPU を実装した標準 T-Engine やμT-Engine の CPU ボードのほか、拡張ボード

やオプション製品も豊富に用意されています。拡張ボードやオプション製品の中には、複数の CPU ボー

ドとの組み合わせが可能なものがあり、新規に開発した標準 T-Engine やμT-Engine の CPU ボードであ

っても、既存の拡張ボードやオプション製品を利用できる場合があります。ボード開発時の参考にして

ください。 

 

(1)CPU ボード 

 

標準 T-Engine やμT-Engine の CPU ボードとしては、付録 Aの表 A1 に記載したものが開発済みあるい

は開発中です。 

 

(2)拡張 LAN ボード 

 

標準 T-Engine やμT-Engine の CPU ボードには LAN 機能を搭載していませんので、LAN が必要であれ

ば、PC カードの LAN カードあるいは拡張 LAN ボードを利用する必要があります。拡張 LAN ボードは拡

張バスコネクタのキーイングの種類に応じて用意されています。具体的には、T-Engine/SH7727 および

SH7760 用(キーイング 01-01)、T-Engine/ARM 各機種用(キーイング 03-03)、T-Engine/SH7751R 用(キー

イング 04-01)、T-Engine/VRおよび TX 用(キーイング 04-04)の拡張 LAN ボードがあります。 

 

このほか、T-Engine/PPC-V4FX のように CPU ボード付属のコネクタボードに LAN ポートを搭載している

機種や、μT-Engine/M32104 のように拡張 LAN ボードが付属している機種もあります。 

 

(3)LCD ボード 

 

標準 T-Engine の CPU ボードには、LCD ボードとの接続インタフェースが用意されており、タッチパネ

ル付き LCD ボードを接続できます。LCD ボードは、標準 T-Engine の全機種で共通です。また、この LCD

ボードには、"○"、"×" のボタンスイッチおよび十字カーソル機能を持つボタンスイッチが付いてお

り、ちょっとした HMI の構築や実験に利用できます。 

 

LCD ボードは、CPU ボードに付属している場合(T-Engine/SH7727 など)と、オプション品として別途購

入の必要な場合があります。 

 

(4)デバッグボード 
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デバッグボードは、基本的には ICE を接続する時に利用するボードです。ただし、機種によっては、

ICE 接続の際にもデバッグボードが不要なものや、別の方法で ICE を接続するもの、CPU ボードにデバ

ッグボードが付属しているものもあります。機種ごとの情報をご確認ください。 

 

(5)拡張 FPGA ボード 

 

ALTERA や XILINX といった大手メーカーの FPGA(Field Programmable Gate Array)を搭載した T-Engine

用の拡張 FPGA ボードが開発されており、標準 T-Engine やμT-Engine 各機種(一部の機種を除く)の CPU

ボードに接続して利用できます。拡張 FPGA ボードの利用により、プロトタイプや最終製品で要求され

るハードウェアを、さらに短期間で効率よく開発することができます。 

 

(6)拡張ユニバーサルボード 

 

開発評価や実験などの目的で手作業による拡張ボードの製作ができるように、標準 T-Engine やμ

T-Engine の一部の機種のオプション製品として、拡張ユニバーサルボードが用意されています。 

 

ちなみに、T-Engine 用の拡張ボードを自作するには、次項の T-Engine/μT-Engine 拡張バス専用コネ

クタを利用する方法もありますが、このコネクタは 0.5mm ピッチ、140 極タイプのものであり、この部

分を手作業で配線するのは困難です。その場合には、拡張ユニバーサルボードの利用がお勧めです。 

 

(7)T-Engine/μT-Engine 拡張バス専用コネクタ 

 

T-Engine プロジェクトのために新規開発された前述の拡張バスコネクタが、T-Engine 用のオプショ

ン品として販売されています。入手の際は、キーイングと、プラグ(Plug)/リセプタクル(Receptacle)

の区別にご注意ください。 

 

(8)T-Engine 開発ベンチ 

 

標準 T-Engine の CPU ボードや LCD ボードを保護するアクリル製の台やカバーと、LCD ボード用のボタ

ンスイッチ、四隅を止める支柱やネジなど、周辺の治具類をセットにしたオプション製品です。 

 

T-Engine のボード類は、むき出し状態のままで利用することも可能ですが、見栄えのほか、デモや実

験のための持ち運び、取り扱いのしやすさ等を考えると、物理的にある程度保護しておく方が望ましく、

こういった目的で利用できるのが T-Engine 開発ベンチです。プラスチック製のカバーを携帯用の簡易

式ケースとして利用したり、厚めのアクリル板を据え置き式の台として利用するなど、いろいろな使い

方が可能です(図 1.2.1)。拡張ボードを追加した場合にも、支柱を増やし、ネジを長くすることで対応

可能です。 
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図 1.2.1 T-Engine 開発ベンチ 

 

 

 

1.2.2 T-Engine のソフトウェア構成 

 

本資料は主にハードウェア開発者のために作成されたものですが、理解を深めていただくため、

T-Engine のソフトウェア構成についても概要をご説明します。 

 

T-Engine のシステムの起動時には、まず、T-Monitor と呼ばれるソフトウェアが動作し、リアルタイ

ム OS である T-Kernel やデバイスドライバなどのブート処理を行います。以下、図 1.2.2 を参照しなが

ら、T-Engine のソフトウェア構成について説明します。 

 

 

 

図 1.2.2 T-Engine のソフトウェア構成 
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(1)T-Monitor 

 

T-Monitor は標準 T-Engine やμT-Engine のフラッシュメモリ上で動作し、電源投入直後のハードウ

ェアの自己診断や初期設定、OS のブート、非 OS 環境下でのインタラクティブなデバッグ操作(メモリ参

照やブレークポイントの設定など)などを行います。また、OS の実行中も、割込みや例外処理の一部の

ハンドリングを行います。このほか、コンソールとの文字単位の入出力やディスクアクセスなど、非 OS

環境下で動作するモニタサービス関数を備えており、ちょっとしたデバッグ用途などで利用できます。

T-Monitor の機能は、PC の BIOS に相当するものと言えます。 

 

(2)T-Kernel 

 

標準 T-Engine およびμT-Engine の標準リアルタイム OS として、多種多様なミドルウェアやアプリケ

ーションの実装プラットフォームとなるのが T-Kernel です。T-Kernel には、ITRON に類似したリアル

タイムカーネルとしての基本機能(T-Kernel/OS)のほかに、ミドルウェアの流通性を高める

T-Kernel/SM(System Manager)の機能や、ソフトウェアによるタスクデバッガの実装に役立つ

T-Kernel/DS(Debugger Support)の機能が備わっています。 

 

T-Engine プロジェクトでは、ソフトウェアの互換性をより完全なものとするため、リアルタイムカー

ネルである T-Kernel の実装を一本化し、そのソースコードを公開しています。 

 

(3)T-Kernel Extension 

 

T-Kernel Extension は、T-Kernel の「サブシステム」と呼ばれる機能を使って実装された、OS の機

能拡張用のミドルウェア(基本ミドルウェア)であり、MMU を用いた仮想記憶、ファイル管理、プロセス

管理など、より高度な OS の機能や、プログラムのモジュール化に有用な機能を提供します。 

 

T-Kernel Extension の代表例が T-Kernel Standard Extension (TKSE) です。T-Kernel に TKSE を

組み合わせて用いることにより、UNIX のカーネルやファイルシステムの階層に相当する機能を実現でき

ます。なお、TKSE の実装には MMU が必要ですので、MMU を持たない一部のμT-Engine では、TKSE が利

用できません。 

 

(4)デバイスドライバ 

 

各種の周辺機器へのアクセス機能を汎用的に提供するプログラムがデバイスドライバです。T-Kernel

では、アプリケーションのタスクからデバイスドライバを呼び出す際の API(Application Program 

Interface)や、新しいデバイスドライバを登録する際の API が標準化されているため、デバイスドライ

バ本体はもちろん、デバイスを操作するアプリケーション側についても高い互換性を保つことができま

す。また、シリアルポートやシステムディスク(CF/MMC カード)など、標準 T-Engine ボードやμT-Engine

ボードに付属あるいは接続可能なデバイスについては、個々のデバイスに依存した機能についても標準
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化が行われています。 

 

T-Engine のデバイスドライバは、動的なローディングも可能です。すなわち、システム構築時にすべて

のドライバをリンクしたり、起動時にあらかじめすべてのドライバをロードしておく必要はなく、シス

テムの運用中に新規のドライバをロードして実行させることができます。この機能をうまく利用すれば、

PC で言う plug and play や、周辺ボードの活線挿抜的な動作をさせることも可能です。この機能は特に、

PC カードや USB など、ハードウェア的にも活線挿抜が可能なデバイスにおいて有用です。 

 

(5)その他のミドルウェア 

 

T-Kernel や T-Kernel Extension のさらに上位側のソフトウェアとして、いろいろなミドルウェアが

実装されています。たとえば、「PMC T-Shell」(*5)という GUI ミドルウェアでは、画面への図形や文字

の描画、ウィンドウやパーツの管理など、GUI 関連の処理を行います。また、マイクロスクリプトと呼

ばれる簡易言語の処理系や HTML ブラウザなど、多くの高度な機能が「PMC T-Shell」上のアプリケーシ

ョンとして実現されており、GUI を含む組込みシステムの開発効率向上に威力を発揮します。 

 

(*5) http://www.t-engine4u.com/ 参照。 
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 第 2章 CPU ボードの設計手法 

 

2.1. CPU 

 

 標準 T-Engine では、MMU(Memory Management Unit)を内蔵した 32 ビット以上の CPU を搭載すること

が規定されています。また、μT-Engine では、32 ビットの CPU と規定していますが、MMU は任意として

います。 

 既存の標準 T-Engine、μT-Engine では、下記の CPU が搭載されています。 

(2009 年 6 月現在) 

 

【標準 T-Engine】 

CPU 名 概     要 メーカー 

SH7727 SH3-DSP コア、 96MHz 

SH7720 SH3-DSP コア、 133MHZ  

SH7751R SH-4 コア、 240MHz 

SH7760 SH-4 コア、 200MHz 

SH7780 SH-4A コア、 400MHz 

ルネサス テクノロジ 

VR5500A MIPS コア、 400MHz 

VR5701A MIPS コア、 333MHz 
NEC エレクトロニクス 

TX4956 MIPS コア、 400MHz 東芝 

ARM720-LH7 ARM720T コア、 77.4MHz 

ARM922-LH7 ARM922T コア、 200MHz 
NXP 

ARM926-MB8 ARM926EJ-S コア+ARM946E-S コア、 200MHz 
富士通マイクロエレク

トロニクス 

ARM926-MX21 i.MX21, ARM926EJ-S コア、 266MHz 

ARM920-MX1 i.MX1, ARM920T コア、 200MHz 
Freescale 

PowerPC PPC-V4FX コア、300MHｚ XILINX 

 

【μT-Engine】 

CPU 名 概     要 メーカー 

SH7145 SH-2 コア、 50MHz 

M32104 M32R コア、 216MHZ 

M32192 M32R-FPU コア、 160MHz 

ルネサス テクノロジ 

V850E/MA3 V850E1 コア、 80MHz NEC エレクトロニクス 

VR4131 MIPS コア、 200MHz NEC エレクトロニクス 

NiosⅡ 32 ビット RISC ALTERA 

ARM7-LH79532 ARM7TDMI コア、 50MHz NXP 
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2.2. メモリ (フラッシュメモリ、RAM) 

 

 メモリについては、ROM、RAM の種類、容量ともに規定されていませんので、搭載する CPU の用途や使

用されるアプリケーションを想定してメモリサイズを決めます。 

 既存の標準 T-Engine、μT-Engine には、下記のメモリが搭載されています。 

 

【標準 T-Engine】 

CPU 名 ROM RAM 

SH7727  8MB (Flash Memory)  32MB (SDRAM) 

SH7720  8MB (Flash Memory)  64MB (SDRAM) 

SH7751R  8MB (Flash Memory)  64MB (SDRAM) 

SH7760  8MB (Flash Memory)  64MB (SDRAM) 

SH7780 16MB (Flash Memory) 128MB (DDR-SDRAM)

VR5500A 16MB (Flash Memory) 128MB (SDRAM) 

VR5701A 16MB (Flash Memory) 128MB (DDR-SDRAM)

TX4956 16MB (Flash Memory) 128MB (SDRAM) 

ARM720-LH7  8MB (Flash Memory)  32MB (SDRAM) 

ARM922-LH7  8MB (Flash Memory)  32MB (SDRAM) 

ARM926-MB8 16MB (Flash Memory)  64MB (SDRAM) 

ARM926-MX21 16MB (Flash Memory)  64MB (SDRAM) 

ARM920-MX1 16MB (Flash Memory)  64MB (SDRAM) 

PPC-V4FX 16MB (Flash Memory) 128MB (SDRAM) 

 

【μT-Engine】 

CPU 名 ROM RAM 

SH7145 256KB (内蔵) + 1MB (Flash Memory) 8KB(内蔵) + 1MB(SRAM) 

M32104   4MB (Flash Memory) 64KB(内蔵) + 16MB(SDRAM) 

M32192   1MB (内蔵) 176KB(内蔵) + 1MB(SRAM) 

V850E/MA3 512KB (内蔵) 32KB(内蔵) + 8MB(SDRAM) 

VR4131  16MB (Flash Memory) 32MB(SDRAM) 

NiosⅡ   4MB (Flash Memory) 16MB(SDRAM) 

ARM7-LH79532   4MB (Flash Memory) 16MB(SDRAM) 
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 第 3章 CPU ボードの実装 

 

 CPU ボードは、基板サイズ(120mm×75mm)、基板厚(1.6mm)、コネクタ位置の公差(±2mm)、穴位置公差

(±0.3mm)が規定されています。また、下記の各種コネクタ、スイッチの実装位置及び穴位置も規定し

ています。 

実装仕様の詳細は、T-Engine ハードウェア仕様書を参照（TEF010-S001-01.01.02/ja) 

 

 【標準 T-Engine】          【μT-Engine】 

  1) eTRON SIM カードコネクタ 1) eTRON SIM カードコネクタ 

  2) PC カードスロット 2) CF カードコネクタ 

  3) USB HOST コネクタ 3) MMC/SD カードコネクタ 

  4) シリアルコネクタ 4) シリアルコネクタ 

  5) パワースイッチ 5) パワースイッチ 

  6) リセットスイッチ 6) リセットスイッチ 

  7) アボートスイッチ 7) 拡張バスコネクタ 

  8) 拡張バスコネクタ 8) 四隅の穴位置 

  9) 電源コネクタ  

 10) ヘッドセットコネクタ  

 11) ヘッドフォン出力コネクタ  

 12) 四隅の穴位置  

 13) LCD コネクタ  

 

 位置が規定された部品が多いために、部品点数の削減や部品レイアウトには十分な配慮 

が必要になります。また、仕様では規定をしていませんが、T-Engine の拡張ボードは、CPU 

ボードとスタックする構造で接続するために CPU ボードで使用する部品の高さについても 

注意する必要があります。 
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 第 4章 CPU ボードのインタフェース回路の設計 

 

4.1. 拡張バスコネクタ部分の設計 

 

4.1.1. 基本的な考え方 

 

 標準 T-EngineやμT-Engine(以下特に断りのない限り T-Engineの表記は両方を指す)はプログラムを

開発するために必要最低限のインタフェースを搭載し、サイズをコンパクトにして「試作機への組込み

やすさ」を実現しています。そのため必要な入出力インタフェースや周辺 LSI などは「拡張ボード」に

搭載し、T-Engine 本体と接続するのが一般的です。T-Engine 本体には拡張ボードと信号や電源をやり

とりするためのコネクタ(拡張バスコネクタ)を搭載します。このコネクタ部分に関しては主に以下の事

が規格として規定されています。 

 

   ・コネクタの種類（サイズ、ピン数など） 

   ・コネクタの取り付け位置 

   ・電源ピンの位置（４ピンのみ）と電圧 

   ・GND ピンの位置（４ピンのみ） 

 

 このように上記以外の事項（特に信号仕様）は規格化されていませんが、T-Engine ユーザの利便性を

考えて「可能な限り共通化する」努力がなされています。その結果として信号仕様が共通ないくつかの

グループが形成されています。T-Engine を新規に開発する場合は、これらの最新状況を把握して、出来

る限り既存の仕様に合わせる事が望ましいと言えます。 

 

4.1.2 拡張バス(信号仕様)の種類 

 

【GND と電源】 

 ピン番号 137～140 の 4 ピンは GND に、ピン番号 133～136 の 4 ピンは拡張ボード側から T-Engine 本

体に供給する電源ピンとしてアサインされています。電源の電圧は 5V±5％と規定されています。従っ

て T-Engine 本体は 5V±5％より広い範囲で動作するように設計します。 

 なお、単独で使用するために T-Engine 本体にも電源コネクタが搭載されています。拡張ボードを接

続した場合は、本体の電源コネクタには電源を供給せず、拡張ボード側のみから電源を供給するのが基

本的な仕様です。ただし実際の使用状況では間違えて本体側より供給して、拡張ボードや本体を壊す事

が予想されます。T-Engine 本体側にダイオードを挿入するなどの対策をする事が望ましいとされていま

す。 

 ちなみに 4 本の電源ピンの名称は VBAT です。これは当初 2 次電池からの供給を想定していた名残で

す。 
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【グループ】 

 図 4.1.1 に「T-Engine 拡張バスコネクタの誤挿入防止キー割り当て」を示します。拡張バスコネクタ

信号アサインについては付録 B「T-Engine 拡張バスコネクタ信号一覧」をご参照ください。出来る限り

既存のタイプに合わせると各種拡張ボードが流用できる可能性が出てくるだけでなく、新たなキーを持

つコネクタをメーカーに依頼する必要がなくなり、開発費の低減にもなります。特に PCI バスを持つ

T-Engine は現在 04-XX タイプで統一されています。 

 また、信号仕様をどのタイプにも合わせる事が困難な場合でも、GND ピンを何れかのタイプに合わせ

ておくと FPGA ボードが変換ボードなしで接続できるようになります。 

 なお、図 4.1.1 や付録 Bは予告なく変更される可能性がありますし、内容を保証するものではありま

せんのでご了承ください。 

 

 

 

 

図 4.1.1 拡張バスコネクタの誤挿入防止キー割り当て 
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4.2 シリアルインタフェース 

 シリアルインタフェースは、主として PC と接続してデバッグ用のコンソールポートとして使用され

ます。 T-Engine 基板上には実装スペース上の要求から小型の下記 15 ピンか 16 ピンのシリアルコネク

タが推奨されています。したがって開発キットには通常、PC と接続するための DSUB-9 ピン（メス）タ

イプのコネクタケーブルが提供されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.1(a) 推奨コネクタ(本多通信工業製)の概要と信号配置 

 

図 4.2.1(b) 推奨コネクタ(ヒロセ電機製)の概要と信号配置 
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 信号線の規格は RS-232C に準拠します。図 4.2.2 にドライブ回路の例を示します。 

相手側の状況に応じてデータの送受信を行いたい場合には、RTS/CTS、 DTR/DSR の信号を互いにリンク

して使用する回路にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.2 RS-232C ドライブ回路例（T-Engine/VR5500 開発キットの回路図より引用） 

 

・通信速度が 38.4K～115.2K bps の値を選択できるようにボーレートクロック回路を設計します。 

TXD 
RXD 
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4.3 PC カードインタフェース 

 

 PCMCIA Rel.2.1/JEIDA Ver.4.2 標準規格に準拠したTypeⅡ 1スロットの68ピンコネクタを使用しま

す。Card Bus すなわち PC Card Standard 規格は高速処理が必要な場合に準拠するようにします。ア

トリビュート空間、メモリ空間、I/O 空間の 3 つを使用します。メモリ空間と I/O 空間は 16bit ア

クセス空間と 8bit アクセス空間の二つが存在し、アクセス方法に準じて空間を選択できるようにしま

す。  

 カードの電圧は、5V/3.3V に対応するようにします。電源制御回路により過電流を検出してシャット

ダウンするパワーダウン機能を設けるほか、カード検出、カード割込みなどの割込み信号を CPU へイン

タフェースするようにします。 

 68 ピンの推奨コネクタとしては、31-5027-068-130-831+ (京セラエルコ製)があります。 

 

 

 

図 4.3.1  PC カードインタフェース回路構成例 

（T-Engine/ARM926-MB8 開発キットの回路図より引用） 
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4.4 LCD・タッチパネルインタフェース 

 T-Engine の LCD・タッチパネルインタフェースとしては、パーソナルメディア社から提供されている

下記 LCD ボードが事実上の共通仕様となっています。下図に構成例を示します。 

 

 

図 4.4.1 LCD ボードと T-Engine との接続例（SH7727 T-Engine 開発キットの例） 

 

 

 

 

 推奨するコネクタ仕様と信号配置を次に示します。 

 

1) コネクタ仕様 
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2)信号配置 

 

CN1 のピン配置 

Pin 

No. 
信号名 I/O 備考 

Pin 

No. 
信号名 I/O 備考 

1 VBAT - 電源 21 LCD13 OUT LCDC 

2 VBAT - 電源 22 LCD14 OUT LCDC 

3 VBAT - 電源 23 LCD15 OUT LCDC 

4 VBAT - 電源 24 GND - 電源 

5 NC － 未使用 25 GND - 電源 

6 LCD0 OUT LCDC 26 CL1 OUT LCDC 

7 LCD1 OUT LCDC 27 CL2 OUT LCDC 

8 LCD2 OUT LCDC 28 DON OUT LCDC 

9 LCD3 OUT LCDC 29 M_DISP OUT LCDC 

10 LCD4 OUT LCDC 30 FLM OUT LCDC 

11 LCD5 OUT LCDC 31 VEPWC OUT LCDC 

12 LCD6 OUT LCDC 32 VCPWC OUT LCDC 

13 LCD7 OUT LCDC 33 NC － 未使用 

14 GND － 電源 34 GND - 電源 

15 GND － 電源 35 GND - 電源 

16 LCD8 OUT LCDC 36 IR_IN IN リモコン 

17 LCD9 OUT LCDC 37 3.3V - 電源 

18 LCD10 OUT LCDC 38 3.3V - 電源 

19 LCD11 OUT LCDC 39 3.3V - 電源 

20 LCD12 OUT LCDC 40 3.3V - 電源 

※NC は基板上で Open にしてください。 

 

 

CN2 のピン配置 

Pin 

No. 
信号名 I/O 備考 

Pin 

No. 
信号名 I/O 備考 

1 GND － 電源 13 ~PAD_CS OUT PAD_I/F 

2 GND － 電源 14 ~PAD_IRQ IN PAD_I/F 

3 KEY_IN0 IN KEY_I/F 15 PAD_DIN OUT PAD_I/F 

4 KEY_IN1 IN KEY_I/F 16 PAD_DOUT IN PAD_I/F 

5 KEY_IN2 IN KEY_I/F 17 PAD_DCLK OUT PAD_I/F 

6 KEY_IN3 IN KEY_I/F 18 ~RESET OUT リセット

7 KEY_IN4 IN KEY_I/F 19 ~LCD_FLON OUT LCD 電源

8 KEY_OUT0 OUT KEY_I/F 20 ~LCD_PWRDY IN LCD 電源

9 KEY_OUT1 OUT KEY_I/F 21 GND － 電源 

10 KEY_OUT2 OUT KEY_I/F 22 GND － 電源 

11 GND － 電源 23 3.3VSB - 電源 

12 GND － 電源 24 3.3VSB - 電源 
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4.5 eTRON SIM カードインタフェース 

 

 基本的には、ISO7816-1～3 に準拠してください。プロトコルとしては T=0 をサポートすることを必

須とし、T1をサポートすることが望ましいです。最低条件としてはT=0プロトコルが規定されています。 

 コネクタとしては、ETSI TS 102221 V4.1.0 の「VICC-Terminal Interface」に準拠した SIM カードコ

ネクタであり、04-5036-008-110-862+（京セラエルコ製）が推奨されます。  

 

 

ピン  信号  I/O 機能  

1  Vcc 3.3V  - 電源 3.3V  

2  Reset  O リセット  

3  Clock  O クロック * 

4  Reserved  - -  

5  GND  - グランド  

6  Vpp  - NC 

7  I/O  I/O シリアル入出力  

8 Reserved - - 

  * 供給クロック 

        3.5712MHz   デューティ：50±10% 

 

図4.5.1 eTRONコネクタ信号表 
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・ 電源 3.3V の ON/OFF 制御を可能な回路にしている。 

・ リザーブピン(4,8)の処理についてはプリント基板上に端子として接続できるように配慮。 

 

 

図 4.5.2 eTRON SIM インタフェース回路例（T-Engine/ARM926-MB8 開発キットの回路図より引用） 
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・注意点 

  ①電源端子制御 

    Vcc の電源供給有無により、接触／非接触のインタフェースが切り替わるので、Vcc 供給 

    切断機能を持たせる必要があります。 

  ②4,8 ピンの信号処理 

    eTRON カードの非接触インタフェースの時には、これらのピンはアンテナ接続端子と 

    なります。SIM カードコネクタ周辺にスルーホールで端子接続できるように設計しておき 

    ます。 

  ③電源シーケンス 

    リセットとクロックならびに電源のタイミングについては図 4.5.3 を参照。 

 

 

 

Vcc

Clock

Reset

Min
0ms

Min
80µs

Min
20cyc

Min
20cyc

Min
0ms

1cyc : 1clock  

 

図 4.5.3 電源シーケンス
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4.6 USB Host インタフェース 

 

USB Host Ver. 1.1(12M/1.5Mbps)に準拠します。 

 T-Engine 側の電源に余裕がある場合には、バスパワー機能を持たせて、接続 USB デバイスに電源を供

給(max. 5V 500mA)できるように設計します。 

  推奨コネクタとしては、20-5041-004-100-863S+（京セラエルコ製）があります。 

 

 

                                    ピン番号   信号名   入出力  機能 

                    １     Vcc    －   電源   

                    ２    -Data    I/O     －データ信号 

                    ３    +Data    I/O     ＋データ信号 

                    ４     GND    －   グランド 

 

図 4.6.1 コネクタ信号配置 

 

 

 

 

図 4.6.2 USB インタフェース回路例 

（T-Engine/ARM926-MB8 開発キットの回路図より引用） 

 

 

 

1  2  3  4  
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4.7 オーディオ入出力インタフェース 

 T-Engine ハードウェア仕様書で規定されているのは、図 4.7.1 のオーディオ入力用（モノラル）とオ

ーディオ出力用（ステレオ）のφ2.5 のジャックの信号線です。推奨コネクタとしては、HSJ1602-010011

（ホシデン製）、STX-25505NTR(KYCON 製)などがあります。ヘッドセットコネクタについては、携帯電話

などで使用されるヘッドセットコネクタを利用可能なようにイヤホン出力(Lch)を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7.1 オーディオ入出力ミニジャックの信号配置 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7.2 オーディオ出力ミニジャックの信号配置 

 

ピン番号 信号名 

1 GND 

2 R-IN 

3 R-OUT 

4 MIC-IN 

5 HP_SENSE 

ピン番号 信号名 

1 GND 

2 L-OUT 

3 R-OUT 

4 HP_SENSE 

5 NC 

ミニジャック 
STX-2550-5NTR

メーカー KYCON

(Lch) 
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図 4.7.3 オーディオ入出力インタフェース部の構成例 

（T-Engine/SH7727 開発キットの例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7.4 実際の回路例（T-Engine/ARM926-MB8 開発キットの回路図より引用） 

AK4534VN 
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4.8 CF カードインタフェース（μT-Engine のみ） 

 CF(Compact Flash)カード TypeⅡ１スロットの 50 ピンコネクタを使用します。 

推奨コネクタとしては、31-5620-050-716-831+ (京セラエルコ製)があります。 

活線挿抜に対応するように割込み信号を処理します。電源電圧は+3.3V とします。 

 

 

 

 

図 4.8.1 CF カードインタフェース回路図例 

（μT-Engine/M32104 開発キットの回路図から引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 T-Engine 設計ガイドライン／Ver. 1.00.01  

 

TEF010-S007-01.00.01/ja 

36 

4.9 MMC/SD カードインタフェース（μT-Engine のみ） 

μT-Engine ハードウェア仕様書では、MMC カードあるいは SD カード用のコネクタ仕様が規定されて

います。 

活線挿抜に対応するように割込み信号を処理します。電源電圧は+3.3V のみとします。 

 

 

 ・コネクタ仕様 

 ９ピン １スロット（2.1mm 厚カード対応） 

推奨コネクタとしては、10-5738-009-783-862+（京セラエルコ製）があります。 

 

 

 

図 4.9.1 MMC/SD カードインタフェース回路例 

（μT-Engine/VR4131 開発キットの回路図から引用） 
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4.10 電源インタフェース 

4.10.1 電源供給の方向 

 図 4.10.1 に電源供給の図を示します。拡張バスコネクタの VBAT 端子(133～136pin)は、拡張ボード

側から CPU ボード（T-Engine）への電源供給となります。その他の電源端子は、CPU ボードから拡張ボ

ードへの電源供給として規定されています。したがって電源ラインに挿入する逆流防止のためのダイオ

ードは図 4.10.1 を参考にしてください。外部からの電源入力については、EIAJ RC5320A 仕様に準拠す

るコネクタを実装します。電圧区分２（3.15V～6.3V）、極性としては、外側がマイナス、内側がプラス

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4.10.1 CPU ボード（T-Engine）上の電源供給の方向 

 

4.10.2 電源状態の呼称について 

 T-Engine 仕様では、電源状態の管理に以下の呼称を使用しています。電源管理の遷移状態表などを設

計する際には以下の呼称を使用することを奨めます。 

 

名称：P0 

状態：メイン電源 OFF 

 

名称：P1 

状態： 

メイン電源 ON、CPU スリープ（割込みによる起動可）、メモリ保持無、周辺モジュール任意 

 

名称：P2 

状態：メイン電源 ON、CPU スリープ（割込みによる起動可）、メモリ保持、周辺モジュール任意 

 

名称：P3 

状態：メイン電源 ON、CPU 動作、メモリ保持、周辺モジュール任意 

DCDC
Cnv.コネクタ 

VBAT

5.0V / 3.3V

ボード上
リソース

ref

EIAJ

RC5320A 

CPU ボード

拡張バスコネクタ 
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また、P3 の CPU 動作時においては、更に詳細な呼称方法を規定しています。CPU の設定可能な動作クロ

ックの最も低い周波数を”１”とし、もっとも高速な周波数を最高値とします。 

例）低速：P3-1 

  中速：P3-2 

  高速：P3-3 

 

4.10.3 電源管理仕様のインプリメント 

 T-Engine ハードウェア仕様書では以下の外部電源制御機能の仕様を規定しています。 

電源コントローラ LSI 等を使用してパワーマネジメントの機能をインプリメントするようにします。 

 

・外部電源制御機能 

(1)パワーオン制御 

パワーオン制御は以下の 2種類をサポートする。 

 電源投入によるパワーオン 

 電源スイッチによるパワーオン 

電源投入によるパワーオンと電源スイッチによるパワーオンはディップスイッチ等で、モード切

替が行えるものとする。 

更に、拡張バス上のパワーオン制御信号によるパワーオン制御をサポートすることを推奨する。 

拡張バス上のパワーオン制御信号によるパワーオンは、WakeOnLAN 機能等を持つ拡張ボードよりパ

ワーオン制御信号を入力し電源制御を行うものとする。 

 

(2)パワーオフ制御 

 電源スイッチによるパワーオフ 

 その他制御コマンドによるパワーオフ（ソフトウェア制御） 

 

・停電対応機能 

T-Engine は、停電対策機能として以下の機能を搭載することを推奨する。 

 

(1)バックアップ電源（UPS、バッテリ等）による停電発生感知機能 

バックアップ電源による停電発生感知機能の実現は以下の 3 種類の方法から選択するものとする。 

 

 CPU ボードに停電通知信号入力端子を設ける 

 バッテリ電圧降下検出機能を設ける（バッテリ搭載時） 

 拡張ボード上に停電通知信号入力端子を設け CPU ボードに通知する 

 

(2)不揮発性メモリまたは RTC 内部レジスタなどを利用した停電発生感知機能 

ただし、データのバックアップ機能（不揮発性メモリ等の搭載）は任意とする。 
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 具体的な電源ブロックの例を図4.10.2に示します。 

周辺デバイスへの電源供給は、電流制限と電源ON/OFF のスイッチ が付加されています。 

電源ON/OFF の制御はPD[0]～PD[4]で、過電流検出にはINT_A1 で割り込みを通知します。 

またオプションのバッテリーボードを接続し、拡張バスコネクタのVBAT からも電源を供給できるよう

にしています。 

DC ジャックから電源供給している場合はVBAT からの電源供給は無効となります。 

DC_IN > VBAT である必要があるので接続するAC アダプタの選択には注意が必要です。 

 

 

 

 

図 4.10.2 電源ブロック構成例 

（T-Engine/ARM926-MB8 開発キットの回路図より引用） 
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 第 5章  T-Engine ハードウェア電源管理の設計 

 

5.1 電源モード (省電力モードなど) 

T-Engine ハードウェア仕様書に記述されている電源管理機能仕様のシステム状態（P0,1,2,3）につい

ての各モードの実装方法について説明します。 

P0 モードの仕様についてはメイン電源 OFF を想定しています。プッシュ式の電源スイッチを装備してい

るためこれを駆動する部分については電源が接続された状態にあります。したがって回路の一部は常時

通電されています。 

P1、2 モードについては、MPU を Sleep、Doze、Stop 等の状態におく事でソフトウェア的に実現させ

ます。MPU には、パワーマネージメント機能が搭載されているものと仮定します。省電力状態とは、MPU

の Core のみ機能を停止し周辺回路を動作させる場合や、MPU のクロックを停止して割り込みのみ受け付

ける状態におくことが一般的です。このときに一般に揮発性メモリすなわち SD-RAM 等のメインメモリ

の保持が無い場合を P1 モード、ある場合を P2 モードと呼称します。 

P3 については、MPU を Sleep、Doze、Stop 等の状態におかない動作状態を言います。P1、2、3の各状

態については、MPU 内部の状態変化だけを想定し、そのための付加回路が無い場合はハードウェアとし

ての差異はないと言えます。 

 

5.2 電源制御 (パワーオン・パワーオフ) 

電源起動方法として電源投入による起動と、電源スイッチによる起動の二通りの方法があります。こ

れはディップスイッチ等により切り替えが出来るようになっています。 

T-Engine の電源スイッチにはプッシュ式を用いているため、ハードウェアとして電源制御をする場合、

完全に消費電力を 0にすることは出来ません。なるべく省電力になるように設計します。 

電源の制御方法として、ハードウェアによる論理回路を実装して実現する方法と、MPU の割り込みを用

いたソフトウェアスイッチを利用する方法があります。ただし、後者の場合は電源断時に MPU が Sleep、

Doze、Stop 等の状態に置かれるため、仕様上の P0 モード(メイン電源 OFF)を実装することは出来ませ

ん。 

 

以下、電源の制御方法についてハードウェアとしての実装と、ソフトウェアとしての実装に分けて説

明します。 
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5.2.1 ハードウェアで実装する電源制御設計 

ハードウェアで電源制御を実装する場合の構成例を図 5.2.1 に示します。 

 

図 5.2.1 ハードウェアで電源制御を実装する場合の構成例 

 

電源プッシュスイッチが押下されると、起動時には無条件に電源を ON にしますが、シャットダウン

時には一旦 MPU に通知し、MPU が電源を切断します。 

電源が接続されたときに無条件に通電するための電源投入時自動起動スイッチを装備します。 

 

5.2.2 ソフトウェアで実装する電源制御設計 

ソフトウェアで電源制御を実装する場合の構成例を図 5.2.2 に示します。 

 

図 5.2.2 ソフトウェアで電源制御を実装する場合の構成例 

 

ソフトウェアで電源制御を実装した場合は、MPU リセットの影響を受けないリセット要因判定レジス

タが必要です。MPU 内部にない場合は外部にレジスタを設けます。 

リセット要因判定レジスタを利用した起動時のソフトウェアシーケンスを図 5.2.3 に示します。(リセ

ット要因判定レジスタの初期値は 0とします。) 
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リセット

リセット要因判
定レジスタ?

GPIO?

INT(電源スイッチ)
端子を有効にして

スリープ

INT(電源スイッ
チ押下)?

通常処理

シャットダウン?

リセット要因判定レ
ジスタに0を代入

リセット要因判定レ
ジスタに1を代入

シャットダウン

1

1
0

0

Y
N

N
Y

 

 

図 5.2.3 ソフトウェアシーケンス 

 

5.3. 外部拡張ボードとの連携 

外部拡張ボードに独自の経路で電源を供給する場合あるいは、各社共通仕様である BATT 端子を用い

て電源が供給される場合の注意点を述べます。 

外部拡張ボードと本体ボードとは、バス配線を伴った接続を行うので、電源を供給する場合あるいは供

給を受ける場合には、境界にあるバスバッファ等の電源の同期を配慮しなければなりません。次のシー

ケンス例に従った起動、終了方法の実装が望まれます。 

 

5.3.1 外部拡張ボードに対して電源を供給する場合 

起動時に外部拡張ボードに電源を供給する場合のシーケンスを図 5.3.1 に示します。 
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図 5.3.1 外部拡張ボードに電源を供給する場合のシーケンス 

 

同、終了時のシーケンスを図 5.3.2 に示します。 

 

 

 

図 5.3.2 終了時のシーケンス 

 

外部拡張ボードへ電源を直接供給する代わりに、信号線等によって通知するなどしてもよいです。接

続関係を図 5.3.3 に示します。 



 T-Engine 設計ガイドライン／Ver. 1.00.01  

 

TEF010-S007-01.00.01/ja 

44 

本体ボード
電源

本体ボード外
部バスバッファ

拡張ボードコン
トローラ等

本体ボード
電源

本体ボード外
部バスバッファ

拡張ボードコン
トローラ等

拡張ボード
電源

通知信号を用いる場合

直給電する場合

通知信号

本体ボード 拡張ボード

 

図 5.3.3 外部拡張ボードとの接続関係 

 

WakeOnLAN などの拡張ボードに起因する電源起動方法については、これら同期の問題と、接続するコ

ントローラチップのバス仕様を考慮する必要があります。 

 

5.3.2 外部拡張ボードから電源の供給を受ける場合 

各社共通仕様であるBATT端子を通して外部拡張ボードから本体ボードに電源の供給を受ける場合は、

外部拡張ボードは本体ボードからのみ電源供給を受けるかまたは通知信号を受け取るなどして同期を

とりながら拡張バスに接続されたバスバッファ等の素子の電源を操作する必要があります。 

 

5.4 停電対応 

RTC など電源がバックアップされたレジスタにリセット要因を残すことで、停電の有無を把握するこ

とが出来ます。ソフトウェアは、このレジスタの値を操作、読み取ることによって、現在の立ち上げ理

由を知ることが出来ます。シーケンスを図 5.4.1 に示します。 

 

 

 



 T-Engine 設計ガイドライン／Ver. 1.00.01  

 

TEF010-S007-01.00.01/ja 

45 

ソフトウェア起動

レジスタ値判定

停電時処理

レジスタに0を代入

ソフトウェア停止

0
1

レジスタに1を代入

通常処理

シャットダウン指示あり

N
Y

 

図 5.4.1 停電対応シーケンス 

 

このほか、バックアップ電源を使用しているときに停電を検知するために、無停電電源装置からの停

電通知や、バッテリ電圧が低下したときの通知信号を受け取るための接続端子を外部拡張端子等に設け

ることが推奨されます。 
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 第 6章  T-Engine の設計実例 

 

 この章では、リリースされている T-Engine 製品を例にとり、ボード全体の構成を説明します。ボー

ドに搭載されている拡張バスコネクタに接続されている信号により、下記の 2 つに T-Engine を分類し

ます。 

 

・ ローカルバスベースの T-Engine 

・ PCI バスベースの T-Engine 

 

ローカルバスベースの T-Engine とは、拡張バスコネクタに CPU のアドレスバス、データバス、制御

信号などが接続されているものです。また、PCI バスベースの T-Engine とは、ローカルバスに加え PCI

バスが接続されているものです。表 6.1 に現在リリースされているローカルバスベースの T-Engine と

PCI バスベースの T-Engine を示します。 

 

表 6.1 ローカルバス/PCI バスベースの T-Engine 

 ローカルバスベース PCI バスベース 

SH7727 T-Engine SH7715R T-Engine 

SH7760 T-Engine VR5500 T-Engine 

SH7720 T-Engine VR5701 T-Engine 

SH7780 T-Engine TX4956 T-Engine 

ARM720-LH7 T-Engine PPC-V4FX T-Engine 

ARM922-LH7 T-Engine 

ARM926-MB8 T-Engine 

ARM926-MX21 T-Engine 

 

 

標準 T-Engine 

ARM920-MX1 T-Engine 

 

SH7145 μT-Engine VR4131 μT-Engine 

M32104 μT-Engine 

M32192 μT-Engine 

V850E/MA3 μT-Engine 

NiosⅡ μT-Engine 

 

 

μT-Engine 

ARM-LH79532 μT-Engine 
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6.1 ローカルバスベースの T-Engine 製品の設計事例 

SuperHTMファミリ『SH7760』を搭載した標準 T-Engine を例に説明します。 

    

●構成 

SH7760 標準 T-Engine のハードウェアは、CPU ボード、LCD ボード、デバッグボードの 3枚で構成され

ます。各ボードに搭載されているデバイスと周辺インタフェースは下記の通りです。 

    

◆ CPU ボード 

標準 T-Engine で規格化されている下記の基本構成に加え、SH7760 T-Engine ボード独自のインタフェ

ースから成ります。ボードの構成を図 6.1-a、図 6.1-b に示します。 

 SH7760（SH-4 コア） 

 フラッシュメモリ 

 SDRAM 

 eTRON SIM カードインタフェース 

 リアルタイムクロック 

 PC カードインタフェース 

 シリアルインタフェース 

 USB Host インタフェース 

 オーディオ入出力インタフェース 

 LCD・タッチパネルインタフェース 

 拡張バスインタフェース 

    

◆ LCD ボード 

LCD ボードは、全ての標準 T-Engine に接続可能なボードです。各社の製品によって、オプションボー

ドになっているものもあります。SH7760 T-Engine 開発キットには付属しています。 

 

 TFT カラーLCD パネル 

 タッチパネルインタフェース 

 プッシュスイッチ/カーソルスイッチ 

 赤外線リモコン受信モジュール 

 

◆ デバッグボード 

デバッグボードは、拡張ボードとなっており、ボード上に搭載するデバイスやインタフェースは規格

化されていません。ただし、ボードサイズは規格化されています。 

 EPROM 

 8 ビット LED 

 JTAG インタフェース 
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シリアルコネクタ 
8bit ディップスイッチ 

H8/3048F-ONE 

FPGA

PC CARD コントローラ 

拡張バスコネクタ 

eTRON カード 

インタフェース 

I/O ボード 
インタフェース 

SH7760 

H8/3048F-ONE 
書き込みコネクタ 

システムリセットスイッチ

赤外線リモコン送信 LED 

 

 

 

図 6.1-a T-Engine 構成図（CPU 面） 

 

 

 

図 6.1-b T-Engine 構成図（裏面） 

SDRAM 

フラッシュメモリ 

PC CARD ソケット 

オーディオコネクタ 

LCD ボード 
インタフェース 

USB コネクタ 

電源コネクタ 

パワーオンスイッチ 

リセットスイッチ 

NMI スイッチ 
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図 6.1-a に示した下記のインタフェースは SH7760 T-Engine 独自の追加機能になります。 

 I/O ボードインタフェース 

 赤外線リモコン送信 LED 

 

◆ I/O ボードインタフェース 

標準T-Engine規格にない追加機能で、本ボード特有のインタフェースです。このコネクタには、SH7760

が持つ内蔵モジュールの端子を出力しており、製品に同梱している I/O ボード（拡張ボード）を接続す

ることで外部と各種インタフェースを行うことが可能になります。コネクタに出力している内蔵モジュ

ールを下記に示します。 

 株式会社ルネサス テクノロジ コントローラエリアネットワーク２(HCAN2) ： 2ch 

 シリアルコミュニケーションインタフェース(SCIF) ： 2ch 

 IIC バスインタフェース ： 1ch 

 A/D 変換器 ： 4ch 

 コンペアマッチタイマ(CMT) 

 

◆ 赤外線リモコン送信 LED 

2 種類(NEC フォーマットおよび家製協フォーマット)の赤外線リモコン信号のフォーマットに対応し

ています。最大 255byte の赤外線リモコン信号を送信することができます。赤外線リモコン信号の受信

部は LCD ボードに搭載されています。 

 

また、H8/3048F-ONE（H8/300H シリーズ 16 ビットシングルチップマイコン）は電源制御コントローラ

として搭載しています。H8/3048F-ONE の内蔵フラッシュメモリにファームウェアを書き込み、下記の機

能を制御しています。 

 RTC（リアルタイムクロック）機能 

 システム電源（3.3V、5V）ON/OFF 制御機能 

 タッチパネル座標位置読取り機能 

 キースイッチ入力機能 

 赤外線リモコンの送受信機能 

 電子ボリューム機能 

 シリアル EEPROM の書き込み／読み込み機能 
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表 6.2 に SH7760 T-Engine の仕様概略を示します。 

 

表 6.2 SH7760 T-Engine の仕様概略 

項目 仕様 

  SH7760（SH-4）  実装動作周波数 200MHz CPU 

 キャッシュ 命令 16K バイト＋データ 32K バイト 

  MMU あり 

  デバッグ機能 JTAG インタフェース 

RAM 64M バイト 

ROM 8M バイト 

eTRON SIM カードインタフェース あり 

シリアルインタフェース 16550 互換 最大 115200bps 

リアルタイムクロック あり 

オーディオ入出力インタフェース ヘッドセット：1ch ヘッドホン出力：1ch

USB Host インタフェース あり（USB1.1 互換） 

PC カードインタフェース あり（TypeⅡ、1スロット） 

LCD・タッチパネルインタフェース あり 

  

  

  

 

インタフェース機能 

  

  

  ディップスイッチ 2 個（16 ビット） 

拡張バス ローカルバス（32 ビット） 

拡張バスコネクタタイプ：01-01 

ボードサイズ 75mm×120mm 

その他の機能 赤外線入力ポート 受信部は LCD ボードに搭載 

 LED 1 個(8 ビット) 
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●ブロック図 

図 6.2 に SH7760 T-Engine のブロック図を示します。 

図 6.2 に示すように、SH7760 と周辺デバイスは 8/16/32 ビットのローカルバスで接続されています。 

 

図 6.2 SH7760 T-Engine のブロック図 
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各インタフェースについての実現方法はボードごとに違いがあります。このボードの特長として、

SH7760 が周辺コントローラを豊富に内蔵しているため、この内蔵機能を使用して実現したり、電源コン

トローラとして搭載しているサブコントロールマイコン（H8/3048F-ONE）を経由して各種のインタフェ

ースを実現したりしています。 

各インタフェースについて説明します。 

 

 シリアルインタフェース 

NS16C550互換UARTのシリアルコントローラとRS-232Cインタフェースドライバを使用しています。 

 

 PC カードインタフェース 

PC Card Standard 97 標準規格に準拠した 68 ピン カードスロットに対応のコントローラを使用し

ています。 

 

 LCD・タッチパネルインタフェース 

SH7760 内蔵の LCD コントローラの信号を出力します。LCD ボードに搭載されたタッチパネルとのイ

ンタフェースは H8/3048F-ONE 経由で実現しています。 

 

 eTRON SIM カードインタフェース 

SH7760 内蔵のスマートカードインタフェース(SIM)コントローラを使用しています。  

 

 USB Host インタフェース 

SH7760 内蔵の USB ホストコントローラ（USB1.1 準拠）を使用しています。 

 

 オーディオ入出力インタフェース 

SH7760 内蔵のシリアルサウンドインタフェース(SSI)を使用しています。オーディオ CODEC を搭載

し、出力用ミニジャックに接続されたヘッドフォンへのオーディオ出力、入出力用ミニジャックに

接続されたヘッドセットからのオーディオ入出力が可能です 

 

 拡張バスインタフェース 

アドレスバス、データバス（32 ビット）、制御信号、電源が出力されています。アドレスバス、デ

ータバス、制御信号はバスバッファを介して接続されています。拡張バスコネクタのピン配置を表

6.3 に示します。 

 

 電源インタフェース 

電源供給は AC アダプタ(5.6V/3.5A)となり、SH7760 T-Engine では以下の電源電圧を使用します。 

3.3V ： ボード内ロジック電源 

1.5V ： SH7760 コア電圧 

5.0V ： PC カード、USB 等の供給電圧 
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表 6.3 拡張バスコネクタのピン配置 

Pin 

No. 

信号名 I/O Pin 

No. 

信号名 I/O Pin 

No.

信号名 I/O Pin 

No. 

信号名 I/O

1 5V(＊1) - 36 D29 I/O 71 A24 OUT 106 SCIF2_CTS# IN 

2 5V - 37 D30 I/O 72 A25 OUT 107 － － 

3 5V - 38 D31 I/O 73 EPROMCE# OUT 108 － － 

4 5V - 39 GND - 74 CS2# OUT 109 GND - 

5 D0 I/O 40 GND - 75 CS4# OUT 110 GND - 

6 D1 I/O 41 CKIO OUT 76 CS5# OUT 111 TCK IN 

7 D2 I/O 42 GND - 77 RDWR OUT 112 TMS IN 

8 D3 I/O 43 GND - 78 BS# OUT 113 TRST# IN 

9 D4 I/O 44 GND - 79 GND - 114 TDI IN 

10 D5 I/O 45 A0 OUT 80 GND - 115 TDO OUT

11 D6 I/O 46 A1 OUT 81 RD# OUT 116 ASEBRKAK# OUT

12 D7 I/O 47 A2 OUT 82 WAIT# IN 117 3.3VSB(＊3) - 

13 D8 I/O 48 A3 OUT 83 WE0# OUT 118 3.3VSB - 

14 D9 I/O 49 A4 OUT 84 WE1# OUT 119 3.3VSB - 

15 D10 I/O 50 A5 OUT 85 WE2# OUT 120 3.3VSB - 

16 D11 I/O 51 A6 OUT 86 WE3# OUT 121 AUDATA0 I/O

17 D12 I/O 52 A7 OUT 87 GND - 122 AUDATA1 I/O

18 D13 I/O 53 A8 OUT 88 GND - 123 AUDATA2 I/O

19 D14 I/O 54 A9 OUT 89 IRQ0# IN 124 AUDATA3 I/O

20 D15 I/O 55 A10 OUT 90 IRQ1# IN 125 AUDSYNC# OUT

21 GND - 56 A11 OUT 91 IRQ2# IN 126 AUDCK IN 

22 GND - 57 A12 OUT 92 IRQ3# IN 127 3.3V(＊4) － 

23 D16 I/O 58 A13 OUT 93 NMI_IN IN 128 3.3V － 

24 D17 I/O 59 A14 OUT 94 RST_IN# IN 129 3.3V － 

25 D18 I/O 60 A15 OUT 95 RST_OUT# OUT 130 3.3V － 

26 D19 I/O 61 GND - 96 DREQ# IN 131 3.3V － 

27 D20 I/O 62 GND - 97 DRAK# OUT 132 3.3V － 

28 D21 I/O 63 A16 OUT 98 DACK# OUT 133 VBAT_IN(＊5) － 

29 D22 I/O 64 A17 OUT 99 ROMSEL IN 134 VBAT_IN － 

30 D23 I/O 65 A18 OUT 100 BASE# (＊2) IN 135 VBAT_IN - 

31 D24 I/O 66 A19 OUT 101 GND - 136 VBAT_IN - 

32 D25 I/O 67 A20 OUT 102 GND - 137 GND - 

33 D26 I/O 68 A21 OUT 103 SCIF2_TXD OUT 138 GND - 

34 D27 I/O 69 A22 OUT 104 SCIF2_RXD IN 139 GND - 

35 D28 I/O 70 A23 OUT 105 SCIF2_RTS# OUT 140 GND - 

 

   ：SH7760 のアドレスバス、データバス、制御信号、シリアル信号です。電気的レベルは、3.3V

です。 

＊1：SH7760 電源オン時に 5.0V(typ.)の電源を供給します。 

＊2：本端子を Low レベルにすることにより、SH7760 拡張用のバスが拡張バスコネクタへ出力します。 

＊3：電池が接続されているときおよび、AC アダプタ接続時に常時 3.3V(typ.)の電源を供給します。 

＊4：SH7760 電源オン時に 3.3V(typ.)の電源を供給します。 

＊5：電源供給（4.2～3.6V）端子です。拡張バスコネクタ経由で T-Engine ボードに電源を供給できます。 
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●メモリマップ 

表 6.4 にメモリマップを示します。ここでは、CPU ボード単体で使用した場合のメモリマップを示し

ます。 

CS0 エリア： フラッシュメモリ、EPROM のエリアとなっています。CPU ボード単体時はフラッシュ 

メモリのみ使用可能、デバッグボード接続時はフラッシュメモリ、EPROM が使用可能と

なります。 

デバッグボード使用時はフラッシュメモリ、EPROM の配置切替えが行えます。切り替え

方法は、デバッグボードに搭載されたディップスイッチにて行います。デバッグボード

未使用時はフラッシュメモリ/EPROM 切替えスイッチの設定は無視されます。 

CS1 エリア： ボード制御レジスタエリアです。 

CS2 エリア： 拡張スロット専用エリアとなっており、本エリアをアクセスした場合、拡張バスの CS2# 

信号がアサートされます。 

CS3 エリア： SDRAM エリアです｡ 

CS4 エリア： 拡張スロット専用エリアとなっており、本エリアをアクセスした場合、拡張バスの CS4# 

信号がアサートされます。 

CS5 エリア： 拡張スロット専用エリアとなっており、本エリアをアクセスした場合、拡張バスの CS5# 

信号がアサートされます。 

CS6 エリア： 周辺デバイスを接続するためのエリアです。以下の、周辺デバイスが接続されます。 

        (1)PC カードコントローラ 

        (2)UART 

        (3)ID レジスタ 

CS7 エリア： Reserved エリアです。 



 T-Engine 設計ガイドライン／Ver. 1.00.01  

 

TEF010-S007-01.00.01/ja 

55 

表 6.4 メモリマップ 

エリア
№ バス幅 空間 空間名 デバイス 備考 

CS0 

エリア 
16bit 

h’00000000 

～ 

h’00FFFFFF 

フラッシュメモリ

エリア 

8MB 

MBM29DL640E-90TN(富士通)×1 
 

  

h’01000000 

～ 

h’03FFFFFF 

－ 未使用エリア  

CS1 

エリア 
16bit 

h’04000000 

～ 

h’ 07FFFFFF 

ボード制御レジス

タ 

エリア 

16B 

ボード制御レジスタ 

 

 

CS2 

エリア 
8/16/32bit 

h’08000000 

～ 

h’0BFFFFFF 

拡張エリア(CS2)
64MB 

拡張スロット(CS2 エリア) 

拡張スロット 

CS2#アサート 

CS3 

エリア 
32bit 

h’0C000000 

～ 

h’0FFFFFFF 

SDRAM エリア 
64MB 

EDS2516APTA-75(ELPIDA)×2 
 

CS4 

エリア 
8/16/32bit 

h’10000000 

～ 

h’13FFFFFF 

拡張エリア(CS4)
64MB 

拡張スロット(CS4 エリア) 

拡張スロット 

CS4#アサート 

CS5 

エリア 
8/16/32bit 

h’14000000 

～ 

h’17FFFFFF 

拡張エリア(CS5)
64MB 

拡張スロット(CS5 エリア) 

拡張スロット 

CS5#アサート 

CS6 

エリア 
16bit 

h’18000000 

～ 

h’19FFFFFF 

PC カード用エリア
カードコントローラ 

型名：MR-SHPC-01 V2T(丸文) 
 

  

h’1A000000 

～ 

h’1A7FFFFF 

UART エリア(ChA)

UART 

型名：ST16C2550CQ48(EXAR) 

以下、UART と略します。 

H8/3048F-ONE 

との I/F に 

使用します。 

  

h’1A800000 

～ 

h’1AFFFFFF 

UART エリア(ChB) 同上 

ホストとのシリアル

インタフェース 

に使用します。 

  

h’1B000000 

～ 

h’1BFFFFFF 

ID レジスタエリア  

ディップスイッチの

設定を読み出しま

す。 

CS7 

エリア 
－ 

h’1C000000 

～ 

h’1FFFFFFF 

－ － Reserved 
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6.2 PCI バスベースの T-Engine 製品の設計事例 

SuperHTM ファミリ『SH7751R』を搭載した標準 T-Engine を例に説明します。 

 

●構成 

SH7751R 標準 T-Engine は、CPU ボード、LCD ボード、デバッグボードの 3枚で構成されます。 

各ボードに搭載されているデバイスと周辺インタフェースは下記の通りです。 

 

◆ CPU ボード 

標準 T-Engine で規格化されている下記の基本構成に加え、SH7751R T-Engine ボード独自のインタフ

ェースから成ります。 

 SH7751R（SH-4 コア） 

 フラッシュメモリ： 

 SDRAM 

 eTRON SIM カードインタフェース 

 リアルタイムクロック 

 PC カードインタフェース 

 シリアルインタフェース 

 USBHost インタフェース 

 オーディオ入出力インタフェース 

 LCD・タッチパネルインタフェース 

 拡張バスインタフェース 

    

◆ LCD ボード 

LCD ボードは、全ての標準 T-Engine に接続可能なボードです。各社の製品によってオプションボード

になっているものもあります。SH7751R T-Engine 開発キットには付属しています。 

 TFT カラーLCD パネル 

 タッチパネルインタフェース 

 プッシュスイッチ/カーソルスイッチ 

 赤外線リモコン受信モジュール 

 

◆ デバッグボード 

デバッグボードは、拡張ボードとなっており、ボード上に搭載するデバイスやインタフェースは規格

化されていません。ただし、ボードサイズは規格化されています。 

 EPROM 

 8 ビット LED 

 JTAG インタフェース 
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SH7751R T-Engine 独自の追加機能として下記があります。 

◆ 赤外線リモコン送信 LED 

2 種類(NEC フォーマットおよび家製協フォーマット)の赤外線リモコン信号のフォーマットに対応し

ています。最大 255byte の赤外線リモコン信号を送信することができます。赤外線リモコン信号の受信

部は LCD ボードに搭載されています。 

 

また、H8/3048F-ONE（H8/300H シリーズ 16 ビットシングルチップマイコン）は電源制御コントローラ

として搭載しています。H8/3048F-ONE の内蔵フラッシュメモリにファームウェアを書き込み、下記の機

能を制御しています。 

 RTC（リアルタイムクロック）機能 

 システム電源（3.3V、5V）ON/OFF 制御機能 

 タッチパネル座標位置読取り機能 

 キースイッチ入力機能 

 赤外線リモコンの送受信機能 

 電子ボリューム機能 

 シリアル EEPROM の書き込み／読み込み機能 
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● 機能ブロック 

表 6.5 に SH7751R T-Engine 仕様概略を示します。また、図 6.3 にブロック図を示します。 

図 6.3 に示すように、SH7751R と周辺デバイスは 8/16/32 ビットの SH ローカルバスおよび PCI バスで接

続されています。 

 

 シリアルインタフェース 

NS16C550互換UARTのシリアルコントローラとRS-232Cインタフェースドライバを使用しています。 

 

 PC カードインタフェース 

PC Card Standard 97 標準規格に準拠した 68 ピン カードスロットに対応したコントローラを使用

しています。 

 

 LCD・タッチパネルインタフェース 

LCD コントローラは表示メモリ（SDRAM：10Mbit）内蔵で、16 ビット RGB データ、QVGA サイズの表

示が可能です。LCD ボードに搭載されたタッチパネルとのインタフェースは H8/3048F-ONE 経由で実

現しています。 

 

 eTRON SIM カードインタフェース 

SH7751R 内蔵のスマートカードインタフェース(SIM)コントローラを使用しています。  

 

 USB Host インタフェース 

USB ホストコントローラ（USB2.0 準拠）を使用しています。PCI バス接続可能なデバイスを使用し

ています。 

 

 オーディオ入出力インタフェース 

シリアル IOコントローラ(SIOF)を使用し、ディジタルオーディオ用 A/D、D/Aコンバータを搭載し、

出力用ミニジャックに接続されたヘッドフォンへの音源出力、入出力用ミニジャックに接続された

ヘッドセットコネクタからの音源入出力が可能です。 

 

 拡張バスインタフェース 

ローカルバス（16 ビット）、PCI バス、制御信号、電源が出力されています。 

PCI バスコントローラ（PCIC）は、SH7751R に内蔵されている機能を使用しています。PCIC は PCI

の Ver2.1 準拠でバス幅 32 ビット、動作周波数 33MHz に対応しています。 

拡張バスコネクタのピン配置を表 6.6 に示します。 

 

 電源インタフェース 

電源供給はACアダプタ(5.6V/3.5A)となり、SH7751R T-Engine内部は以下の電源電圧を使用します。 

3.3V ボード内ロジック電源 

5V SH7751R コア電圧 
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5.0V PC カード、USB 等の供給電圧 

表 6.5  SH7751R T-Engine 仕様概略 

項目 仕様 

CPU  SH7751R（SH-4）  実装動作周波数 240MHz

 キャッシュ 命令 16K バイト＋データ 32K バイト 

  MMU あり 

  デバッグ機能 JTAG インタフェース 

RAM 64M バイト 

ROM 8M バイト 

eTRON SIM カードインタフェース あり 

シリアルインタフェース 16550 互換 最大 115200bps 

リアルタイムクロック あり 

オーディオ入出力インタフェース ヘッドセット：1ch ヘッドホン出力：1ch

USB Host インタフェース あり（USB1.1 互換） 

PC カードインタフェース あり（TypeⅡ、1スロット） 

LCD・タッチパネルインタフェース あり 

  

  

  

インタフェース機能 

  

  

  

  ディップスイッチ 2 個（16 ビット） 

拡張バス PCI バス/ローカルバス 

拡張バスコネクタタイプ：04-01 

ボードサイズ 75mm×120mm 

その他の機能 赤外線入力ポート 受信部は LCD ボードに搭載 

 LED 1 個（8ビット） 

図 6.3 ブロック図 
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表 6.6 拡張コネクタのピン配置 

Pin 
No. 

信号名 I/O 
Pin 
No. 

信号名 I/O
Pin 
No.

信号名 I/O
Pin 
No. 

信号名 I/O

1  GND - 36  AD20 I/O 71  AD2 I/O 106  A1 OUT

2  PCLK2 OUT 37  GND - 72  AD3 I/O 107  A8 OUT

3  GND - 38  AD18 I/O 73  GND - 108  A0 OUT

4  PCLK1 OUT 39  GND - 74  AD1 I/O 109  RESV - 

5  GND - 40  AD17 I/O 75  GND - 110  WR# OUT

6  PCLK0 OUT 41  CBE3# I/O 76  AD0 I/O 111  GND - 

7  REQ2# IN 42  AD16 I/O 77  PCIRST# OUT 112  RD# OUT

8  VCCIO - 43  CBE2# I/O 78  LOBAT - 113  D15 I/O

9  REQ1# IN 44  STOP# I/O 79  MPOWER OUT 114  D7 I/O

10  VCCIO - 45  LOCK# I/O 80  INTA# IN 115  D14 I/O

11  REQ0# IN 46  PERR# I/O 81  WAKEUP IN 116  D6 I/O

12  GNT2# OUT 47  IRDY# I/O 82  INTB# IN 117  D13 I/O

13  GND - 48  TRDY# I/O 83  INT1# IN 118  D5 I/O

14  GNT1# OUT 49  GND - 84  INTC# IN 119  D12 I/O

15  GND - 50  FRAME# I/O 85  INT2# IN 120  D4 I/O

16  GNT0# OUT 51  GND - 86  INT0# IN 121  D11 I/O

17  AD31 I/O 52  DEVSEL# I/O 87  A17 OUT 122  D3 I/O

18  IDSEL2 OUT 53  PAR I/O 88  CS1# OUT 123  D10 I/O

19  AD30 I/O 54  SERR# I/O 89  A16 OUT 124  D2 I/O

20  IDSEL1 OUT 55  CBE1# I/O 90  CS0# OUT 125  D9 I/O

21  AD29 I/O 56  AD15 I/O 91  A15 OUT 126  D1 I/O

22  IDSEL0 OUT 57  CBE0# I/O 92  IORDY IN 127  D8 I/O

23  AD27 I/O 58  AD14 I/O 93  GND - 128  D0 I/O

24  AD28 I/O 59  AD12 I/O 94  A7 OUT 129  VBAT - 

25  GND - 60  AD13 I/O 95  A14 OUT 130  VBAT - 

26  AD26 I/O 61  GND - 96  A6 OUT 131  VBAT - 

27  GND - 62  AD11 I/O 97  A13 OUT 132  VBAT - 

28  AD25 I/O 63  GND - 98  A5 OUT 133  VBAT - 

29  AD23 I/O 64  AD10 I/O 99  A12 OUT 134  VBAT - 

30  AD24 I/O 65  AD8 I/O 100  A4 OUT 135  VBAT - 

31  AD22 I/O 66  AD9 I/O 101  A11 OUT 136  VBAT - 

32  CS2# OUT 67  AD6 I/O 102  A3 OUT 137  GND - 

33  AD21 I/O 68  AD7 I/O 103  A10 OUT 138  GND - 

34  EPCE# OUT 69  AD4 I/O 104  A2 OUT 139  GND - 

35  AD19 I/O 70  AD5 I/O 105  A9 OUT 140  BRD_IN# - 

 

 Blue PCI bus 

 Green Local bus 

 Orange Power Control 

 Reverse Power 
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● メモリマップ 

表 6.7 にメモリマップを示します。ここでは、CPU ボードを単体で使用した場合のメモリマップを示

します。 

CS0 エリア：フラッシュメモリ、EPROM のエリアとなっています。CPU ボード単体時はフラッシュメ 

モリのみ使用可能、デバッグボード接続時はフラッシュメモリ、EPROM が使用可能となり

ます。 

デバッグボード使用時はフラッシュメモリ、EPROM の配置切替えが行えます。切り替え方

法は、デバッグボード上のディップスイッチにて行います。デバッグボード未使用時はフ

ラッシュメモリ/EPROM 切替えスイッチの設定は無視されます。 

CS1 エリア：拡張スロット専用エリアとなっており、本エリアをアクセスした場合、拡張バスの CS0# 

信号がアサートされます。 

CS2 エリア：CS2 エリアは LCD コントローラを接続するためのエリアです。 

CS3 エリア：SDRAM エリアです｡ 

CS4 エリア：拡張スロット専用エリアとなっており、本エリアをアクセスした場合、拡張バスの CS1# 

信号がアサートされます。 

CS5 エリア：拡張スロット専用エリアとなっており、本エリアをアクセスした場合、拡張バスの CS2# 

信号がアサートされます。 

CS6 エリア：周辺デバイスを接続するためのエリアです。以下の、周辺デバイスが接続されます。 

   (1)PC カードコントローラ 

   (2)UART 

   (3)CODEC インタフェース/ボード制御 FPGA 

CS7 エリア：PCI メモリ、レジスタ、I/O 専用エリアとなっています。 
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表 6.7 メモリマップ 

エリア

№ 

バス幅 空間 空間名 デバイス 備考 

CS0 

エリア 

16bit h’00000000 

～ 

h’007FFFFF 

フラッシュメモリ

エリア 

8MB 

 MBM29DL640E90TN(富士通)×1 
 

  h’00800000 

～ 

h’00FFFFFF 

－ フラッシュメモリエリアイメージ  

  h’01000000 

～ 

h’03FFFFFF 

－ 未使用エリア  

CS1 

エリア 

16bit h’04000000 

～ 

h’0407FFFF 

拡張エリア(CS0)
512KB 

 拡張スロット(CS0 エリア) 

拡張スロット 

CS0#アサート 

  h’04080000 

～ 

h’07FFFFFF 

－ 拡張エリア(CS0)イメージ  

CS2 

エリア 

16bit 

 

h’08000000 

～ 

h’083FFFFF 

LCD コントローラ

エリア 

LCD コントローラ 

 型名：S1D13806F00A(EPSON) 
以下、LCDC と略す

  h’08400000 

～ 

h’0BFFFFFF 

－ LCD コントローラエリアイメージ  

CS3 

エリア 

32bit h’0C000000 

～ 

h’0FFFFFFF 

SDRAM エリア 
64MB 

 EDS2516APTA-60(ELPIDA)×2 
 

CS4 

エリア 

16bit h’10000000 

～ 

h’1007FFFF 

拡張エリア(CS1)
512KB 

 拡張スロット(CS1 エリア) 

拡張スロット 

CS1#アサート 

  h’10080000 

～ 

h’13FFFFFF 

－ 拡張エリア(CS1)イメージ  

CS5 

エリア 

16bit h’14000000 

～ 

h’1407FFFF 

拡張エリア(CS2)
512KB 

 拡張スロット(CS2 エリア) 

拡張スロット 

CS2#アサート 

  h’14080000 

～ 

h’17FFFFFF 

－ 拡張エリア(CS2)イメージ  

h’18000000 

～ 

h’19FFFFFF 

PC カード用エリア
カードコントローラ 

 型名：MR-SHPC-01 V2T(丸文) 
 

CS6 

エリア 

16bit 

h’1A000000 

～ 

h’1A00000F 

UART エリア(ChA)
UART 

 型名：ST16C2550CQ48(EXAR) 
以下、UART と略す

  h’1A000010 

～ 

h’1A7FFFFF 

－ UART エリア(ChA)イメージ  

  h’1A800000 

～ 
UART エリア(ChB) 同上  
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h’1A80000F 

  h’1A800010 

～ 

h’1AFFFFFF 

－ UART エリア(ChB)イメージ  

  h’1B000000 

～ 

h’1B0000FF 

FPGA レジスタ 

エリア 

SIOF 他ボード制御用 FPGA のレジ

スタエリア 
 

  h’1B000100 

～ 

h’1B7FFFFF 

－ FPGA レジスタエリアイメージ  

  h’1B800000 

～ 

h’1BFFFFFF 

－ 未使用エリア  

  h’FC000000 

～ 

h’FCFFFFFF 

   

CS7 

エリア 

 h’FD000000 

～ 

h’FDFFFFFF 

PCI メモリエリア   

  h’FE000000 

～ 

h’FE1FFFFF 

   

  h’FE200000 

～ 

h’FE23FFFF 

PCI レジスタエリ

ア 
  

  h’FE200000 

～ 

h’FE23FFFF 

PCI I/O エリア   

  h’FE240000 

～ 

h’FFFFFFFF 
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6.3 まとめ 

表 6.1 にも示しましたが、ローカルバスベース/PCI バスベースの T-Engine の分類表に、さらに各ボ

ードに搭載されている拡張バスコネクタの Key No.を追加したものを表 6.8 に示します。 

Key No.で色分けをしてみると、ローカルバスベースの T-Engine では、拡張バスコネクタのピン配置は

5種類あるのに比べて、PCI バスベースの T-Engine では拡張バスコネクタのピン配置は統一されている

のが分かります。 

拡張バスコネクタのピン配置を既存の T-Engine 製品の Key No.に合わせて設計を行うことで、拡張ボー

ドの流用が可能になります。また、新たな Key No.のコネクタを作る必要がないなど、開発時間の短縮

や開発費削減にも繋がります。 

ボードを設計する際には、T-Engine の規格に合わせることは必須ですが、拡張バスコネクタのピン配

置にも配慮することをお奨めします。 

 

表 6.8 拡張バスコネクタのキーイングによる T-Engine の分類 

 ローカルバスベース Key No. PCI バスベース Key No.

SH7727 T-Engine 01-01 SH7715R T-Engine 04-01 

SH7760 T-Engine 01-01 VR5500 T-Engine 04-04 

SH7720 T-Engine 01-01 VR5701 T-Engine 04-04 

SH7780 T-Engine 01-01 TX4956 T-Engine 04-04 

ARM720-LH7 T-Engine 03-03 PPC-V4FX T-Engine 04-04 

ARM922-LH7 T-Engine 03-03 - - 

ARM926-MB8 T-Engine 03-03 - - 

ARM920-MX1 T-Engine 03-03 - - 

 

 

標準

T-Engine 

ARM926－MX21 T-Engine 03-03 - - 

SH7145 μT-Engine 01-02 VR4131 uT-Engine 04-04 

M32104 μT-Engine 02-02 - - 

M32192 μT-Engine 02-02 - - 

V850E/MA3 μT-Engine 01-02 - - 

NiosⅡ μT-Engine 06-06 - - 

 

 

μ

T-Engine 

ARM-LH79532 μT-Engine 03-03 - - 
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【付録 A】 

 

 表 A1 開発済みまたは開発中の標準 T-Engine とμT-Engine(2008 年 6 月現在) 

 

機種名 CPU アーキテクチャ 拡張バスコ

ネクタキー

イング 

その他 

T-Engine/SH7727 SH3-DSP(RENESAS) 01-01 LCD ボード付 

T-Engine/SH7751R SH-4(RENESAS) 04-01 LCD ボード付 

T-Engine/SH7760 SH-4(RENESAS) 01-01 LCD ボード付 

T-Engine/SH7720 SH3-DSP(RENESAS) 01-01 LCD ボード付 

T-Engine/SH7780 SH-4A(RENESAS) 04-01 LCD ボード付 

T-Engine/VR5500 MIPS(NEC) 04-04 RGB 出力有 

T-Engine/VR5701 MIPS(NEC) 04-04 RGB 出力有 

IDE-I/F 付 

T-Engine/TX4956 MIPS(TOSHIBA) 04-04 RGB 出力有 

T-Engine/ARM720-S1C ARM7(EPSON) 03-03  

T-Engine/ARM920-MX1 ARM9(Freescale) 03-03  

T-Engine/ARM720-LH7 ARM7(NXP) 03-03  

T-Engine/ARM922-LH7 ARM9(NXP) 03-03  

T-Engine/ARM926-MB8 ARM9(FUJITSU) 03-03 ETM コネクタ付 

T-Engine/ARM926-MX21 ARM9(Freescale) 03-03  

T-Engine/PPC-V4FX PowerPC(XILINX) 04-04 LAN ボード付 

μT-Engine/SH7145 SH-2(RENESAS) 01-02  

μT-Engine/M32104 M32R(RENESAS) 02-02 LAN ボード付 

AR ボード付 

μT-Engine/M32192 M32R(RENESAS) 02-02 LAN ボード付 

AR ボード付 

μT-Engine/VR4131 MIPS(NEC) 04-04 CPU に MMU 付 

μT-Engine/V850E-MA3 V850(NEC) 01-02  

μT-Engine/ARM7-LH79532 ARM7(NXP) 03-03  

μT-Engine/NiosⅡ NiosⅡ(ALTERA) 06-06  
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【付録Ｂ】T-Engine拡張コネクタ信号一覧

Pin
Key
No. Signal I/O Comment SH7145 I/O Comment SH7727 I/O Comment SH7760 I/O Comment M32104 I/O Comment M32192 I/O Comment VR5500 I/O Comment VR4131 I/O Comment Tx4956 I/O Comment SH7751R I/O Comment ARM I/O Comment FR I/O Comment ALTERA I/O Comment ALETRA I/O Comment
1 ANo0 OUT D/A出力ch0 NC - +5V OUT +5V OUT GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND EXB_5V - EXB_5V - FPGA I/O +3.3V
2 ANo1 OUT D/A出力ch1 NC - +5V OUT +5V OUT GND GND GND GND PCLK2 OUT PCLK2 OUT PCLK2 OUT PCLK2 OUT EXB_5V - EXB_5V - FPGA I/O +3.3V
3 MODE0 IN NC - +5V OUT +5V OUT GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND EXB_5V - EXB_5V - FPGA I/O +3.3V
4 MODE1 IN NC - +5V OUT +5V OUT GND GND GND GND PCLK1 OUT PCLK1 OUT PCLK1 OUT PCLK1 OUT EXB_5V - EXB_5V - FPGA I/O +3.3V
5 AD0 I/O D0 I/O D0 I/O D0 I/O V33 OUT V33 OUT GND GND GND GND GND － GND GND EXB_5V - EXB_5V - FPGA I/O GND
6 AD1 I/O D1 I/O D1 I/O D1 I/O V33 OUT V33 OUT PCLK0 OUT PCLK0 OUT PCLK0 OUT PCLK0 OUT EXB_5V - EXB_5V - FPGA I/O GND
7 AD2 I/O D2 I/O D2 I/O D2 I/O V33 OUT V33 OUT REQ2# IN REQ2# IN REQ2# IN REQ2# IN D0 I/O D0 I/O FPGA I/O GND
8 AD3 I/O D3 I/O D3 I/O D3 I/O V33 OUT V33 OUT VCCIO OUT VCCIO OUT VCCIO OUT CPU電源ON時3.3V VCCIO - CPU電源ON時3.3V出力 D1 I/O D1 I/O FPGA I/O GND
9 AD4 I/O D4 I/O D4 I/O D4 I/O JTAG_RST# IN JTAG_RST# IN REQ1# IN REQ1# IN REQ1# IN REQ1# IN D2 I/O D2 I/O FPGA I/O ProtoIO0 I/O
10 AD5 I/O D5 I/O D5 I/O D5 I/O TRST# IN TRST# IN VCCIO OUT VCCIO OUT VCCIO OUT CPU電源ON時3.3V VCCIO - CPU電源ON時3.3V出力 D3 I/O D3 I/O FPGA I/O ProtoIO1 I/O
11 AD6 I/O D6 I/O D6 I/O D6 I/O TMS IN TMS IN REQ0# IN REQ0# IN REQ0# IN REQ0# IN D4 I/O D4 I/O FPGA I/O ProtoIO2 I/O
12 AD7 I/O D7 I/O D7 I/O D7 I/O TDO OUT TDO OUT GNT2# OUT GNT2# OUT GNT2# OUT GNT2# OUT D5 I/O D5 I/O FPGA I/O ProtoIO3 I/O
13 AD8 I/O D8 I/O D8 I/O D8 I/O TDI IN TDI IN GND GND GND GND GND － GND GND D6 I/O D6 I/O FPGA I/O ProtoIO4 I/O
14 AD9 I/O D9 I/O D9 I/O D9 I/O TCK IN TCK IN GNT1# OUT GNT1# OUT GNT1# OUT GNT1# OUT D7 I/O D7 I/O FPGA I/O ProtoIO5 I/O
15 AD10 I/O D10 I/O D10 I/O D10 I/O GND GND GND GND GND IN GND IN GND － GND GND D8 I/O D8 I/O FPGA I/O ProtoIO6 I/O
16 AD11 I/O D11 I/O D11 I/O D11 I/O GND GND GND GND GNT0# OUT GNT0# OUT GNT0# OUT GNT0# OUT D9 I/O D9 I/O FPGA I/O ProtoIO7 I/O
17 AD12 I/O D12 I/O D12 I/O D12 I/O P77 I/O P83 I/O AD31 I/O AD31 I/O AD31 I/O AD31 I/O D10 I/O D10 I/O FPGA I/O ProtoIO8 I/O
18 AD13 I/O D13 I/O D13 I/O D13 I/O P76 I/O P85 I/O IDSEL2 OUT IDSEL2 OUT IDSEL2 OUT IDSEL2 OUT D11 I/O D11 I/O FPGA I/O ProtoIO9 I/O
19 AD14 I/O D14 I/O D14 I/O D14 I/O NC － NC － AD30 I/O AD30 I/O AD30 I/O AD30 I/O D12 I/O D12 I/O FPGA I/O ProtoIO10 I/O
20 AD15 I/O D15 I/O D15 I/O D15 I/O NC － NC － IDSEL1 OUT IDSEL1 OUT IDSEL1 OUT IDSEL1 OUT D13 I/O D13 I/O FPGA I/O ProtoIO11 I/O
21 GND - GND GND GND GND GND GND P67 I/O P93 I/O AD29 I/O AD29 I/O AD29 I/O AD29 I/O D14 I/O D14 I/O FPGA I/O GND

22 GND - GND GND GND GND GND GND P66 I/O P82 I/O IDSEL0 OUT IDSEL0 OUT IDSEL0 OUT IDSEL0 OUT D15 I/O D15 I/O FPGA I/O GND

23 P10 I/O PD16 OUT D16 I/O D16 I/O P65 I/O P84 I/O AD27 I/O AD27 I/O AD27 I/O AD27 I/O GND GND FPGA I/O ProtoIO12 I/O
24 P11 I/O PD17 OUT D17 I/O D17 I/O P64 I/O P86 I/O AD28 I/O AD28 I/O AD28 I/O AD28 I/O GND GND FPGA I/O ProtoIO13 I/O
25 P12 I/O PD18 OUT D18 I/O D18 I/O P63 I/O P94 I/O GND GND GND GND GND － GND GND D16 I/O D16 I/O FPGA I/O ProtoIO14 I/O
26 P13 I/O PD19 OUT D19 I/O D19 I/O P62 I/O P87 I/O AD26 I/O AD26 I/O AD26 I/O AD26 I/O D17 I/O D17 I/O FPGA I/O ProtoIO15 I/O
27 +2.5VSB - ROMライタで使用 NC - D20 I/O D20 I/O GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND D18 I/O D18 I/O FPGA I/O ProtoIO16 I/O
28 P14 I/O PD21 I/O D21 I/O D21 I/O GND GND GND GND AD25 I/O AD25 I/O AD25 I/O AD25 I/O D19 I/O D19 I/O FPGA I/O ProtoIO17 I/O
29 N.C. - CONT1 OUT D22 I/O D22 I/O P27 I/O P95 I/O AD23 I/O AD23 I/O AD23 I/O AD23 I/O D20 I/O D20 I/O FPGA I/O ProtoIO18 I/O
30 N.C. - COND2 OUT D23 I/O D23 I/O P26 I/O NC － AD24 I/O AD24 I/O AD24 I/O AD24 I/O D21 I/O D21 I/O FPGA I/O ProtoIO19 I/O
31 DMARQ0 IN _DREQ0 IN D24 I/O D24 I/O P25 I/O NC － AD22 I/O AD22 I/O AD22 I/O AD22 I/O D22 I/O D22 I/O FPGA I/O ProtoIO20 I/O
32 P15 I/O PD25 I/O D25 I/O D25 I/O P24 I/O P96 I/O RESV - RESV - RESV － CS2# OUT D23 I/O D23 I/O FPGA I/O ProtoIO21 I/O
33 DMAAK0 OUT DACK0 OUT D26 I/O D26 I/O NC － EXTPWR(外部電源)予約 NC － EXTPWR(外部電源)予約 AD21 I/O AD21 I/O AD21 I/O AD21 I/O D24 I/O D24 I/O FPGA I/O ProtoIO22 I/O
34 PCM2 I/O PD27 I/O D27 I/O D27 I/O NC － EXTPWR(外部電源)予約 NC － EXTPWR(外部電源)予約 RESV - RESV - RESV － EPCE# OUT D25 I/O D25 I/O FPGA I/O ProtoIO23 I/O
35 PCM3 I/O PD28 OUT D28 I/O D28 I/O NC － V33SB(常備電源)予約 NC － V33SB(常備電源)予約 AD19 I/O AD19 I/O AD19 I/O AD19 I/O D26 I/O D26 I/O FPGA I/O ProtoIO24 I/O
36 PBD1 I/O PD29 OUT D29 I/O D29 I/O NC － V33SB(常備電源)予約 NC － V33SB(常備電源)予約 AD20 I/O AD20 I/O AD20 I/O AD20 I/O D27 I/O D27 I/O FPGA I/O ProtoIO25 I/O
37 PBD2 I/O PD30 OUT D30 I/O D30 I/O GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND D28 I/O D28 I/O FPGA I/O ProtoIO26 I/O
38 PCT6 I/O PD31 OUT D31 I/O D31 I/O GND GND GND GND AD18 I/O AD18 I/O AD18 I/O AD18 I/O D29 I/O D29 I/O FPGA I/O ProtoIO27 I/O
39 GND - GND GND GND GND GND GND NC － INT3#予約 TIN27 IN GND GND GND GND GND － GND GND D30 I/O D30 I/O FPGA I/O GND

40 GND - GND GND GND GND GND GND NC － INT2#予約 TIN18 IN AD17 I/O AD17 I/O AD17 I/O AD17 I/O D31 I/O D31 I/O FPGA I/O GND

41 BUSCLK OUT CK OUT CKIO OUT CKIO OUT NC － NC － CBE3# I/O CBE3# I/O CBE3# I/O CBE3# I/O GND GND FPGA I/O ProtoIO28 I/O
42 GND - GND GND GND GND GND GND NC － NC － AD16 I/O AD16 I/O AD16 I/O AD16 I/O GND GND FPGA I/O ProtoIO29 I/O
43 GND - GND GND GND GND GND GND SW2 OUT SW2 OUT CBE2# I/O CBE2# I/O CBE2# I/O CBE2# I/O A0 OUT A0 OUT FPGA I/O ProtoIO30 I/O
44 GND - GND GND GND GND GND GND SW1 OUT SW1 OUT STOP# I/O STOP# I/O STOP# I/O STOP# I/O A1 OUT A1 OUT FPGA I/O ProtoIO31 I/O
45 A0 OUT A0 OUT A0 OUT A0 OUT LED2 OUT LED2 OUT LOCK# I/O LOCK# I/O LOCK# I/O LOCK# I/O A2 OUT A2 OUT FPGA I/O ProtoIO32 I/O
46 A1 OUT A1 OUT A1 OUT A1 OUT LED1 OUT LED1 OUT PERR# I/O PERR# I/O PERR# I/O PERR# I/O A3 OUT A3 OUT FPGA I/O ProtoIO33 I/O
47 A2 OUT A2 OUT A2 OUT A2 OUT GND GND GND GND IRDY# I/O IRDY# I/O IRDY# I/O IRDY# I/O A4 OUT A4 OUT FPGA I/O ProtoIO34 I/O
48 A3 OUT A3 OUT A3 OUT A3 OUT GND GND GND GND TRDY# I/O TRDY# I/O TRDY# I/O TRDY# I/O A5 OUT A5 OUT FPGA I/O ProtoIO35 I/O
49 A4 OUT A4 OUT A4 OUT A4 OUT EXREADY# IN(O/D) MPU_WAIT# IN(O/D) GND GND GND GND GND － GND GND A6 OUT A6 OUT FPGA I/O ProtoIO36 I/O
50 A5 OUT A5 OUT A5 OUT A5 OUT EXINT IN TIN24 IN FRAME# I/O FRAME# I/O FRAME# I/O FRAME# I/O A7 OUT A7 OUT FPGA I/O ProtoIO37 I/O
51 A6 OUT A6 OUT A6 OUT A6 OUT BCS1# OUT BUS_CS# OUT GND GND GND GND GND － GND GND A8 OUT A8 OUT FPGA I/O ProtoIO38 I/O
52 A7 OUT A7 OUT A7 OUT A7 OUT BWS3# OUT NC － DEVSEL# I/O DEVSEL# I/O DEVSEL# I/O DEVSEL# I/O A9 OUT A9 OUT FPGA I/O ProtoIO39 I/O
53 A8 OUT A8 OUT A8 OUT A8 OUT BWS2# OUT NC － PAR I/O PAR I/O PAR I/O PAR I/O A10 OUT A10 OUT FPGA I/O ProtoIO40 I/O
54 A9 OUT A9 OUT A9 OUT A9 OUT BWS1# OUT BUS_BLW# OUT SERR# IN(o/d) SERR# IN(o/d) SERR# IN(o/d) SERR# I/O A11 OUT A11 OUT FPGA I/O CARDSELn OUT
55 A10 OUT A10 OUT A10 OUT A10 OUT BWS0# OUT BUS_BHW# OUT CBE1# I/O CBE1# I/O CBE1# I/O CBE1# I/O A12 OUT A12 OUT FPGA I/O USER LED0 OUT
56 A11 OUT A11 OUT A11 OUT A11 OUT BRS# OUT BUS_RD# OUT AD15 I/O AD15 I/O AD15 I/O AD15 I/O A13 OUT A13 OUT FPGA I/O USER LED1 OUT
57 A12 OUT A12 OUT A12 OUT A12 OUT GND GND GND GND CBE0# I/O CBE0# I/O CBE0# I/O CBE0# I/O A14 OUT A14 OUT FPGA I/O GND

58 A13 OUT A13 OUT A13 OUT A13 OUT GND GND GND GND AD14 I/O AD14 I/O AD14 I/O AD14 I/O A15 OUT A15 OUT FPGA I/O GND

59 A14 OUT A14 OUT A14 OUT A14 OUT GND GND GND GND AD12 I/O AD12 I/O AD12 I/O AD12 I/O GND GND FPGA I/O USER LED2 OUT
60 A15 OUT A15 OUT A15 OUT A15 OUT EXCLK OUT BCLK OUT AD13 I/O AD13 I/O AD13 I/O AD13 I/O GND GND FPGA I/O USER LED3 OUT
61 GND - GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND A16 OUT A16 OUT FPGA I/O USER LED4 OUT
62 GND - GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND AD11 I/O AD11 I/O AD11 I/O AD11 I/O A17 OUT A17 OUT FPGA I/O USER LED5 OUT
63 A16 OUT A16 OUT A16 OUT A16 OUT RESET# OUT RESET# OUT GND GND GND GND GND － GND GND A18 OUT A18 OUT FPGA I/O USER LED6 OUT
64 A17 OUT A17 OUT A17 OUT A17 OUT GND GND GND GND AD10 I/O AD10 I/O AD10 I/O AD10 I/O A19 OUT A19 OUT FPGA I/O USER LED7 OUT
65 A18 OUT A18 OUT A18 OUT A18 OUT GND GND GND GND AD8 I/O AD8 I/O AD8 I/O AD8 I/O A20 OUT A20 OUT FPGA I/O PBRESETn IN
66 A19 OUT A19 OUT A19 OUT A19 OUT BA30 OUT BA30 OUT AD9 I/O AD9 I/O AD9 I/O AD9 I/O A21 OUT A21 OUT FPGA I/O USER PBn0 IN
67 A20 OUT A20 OUT A20 OUT A20 OUT BA29 OUT BA29 OUT AD6 I/O AD6 I/O AD6 I/O AD6 I/O A22 OUT A22 OUT FPGA I/O USER PBn1 IN
68 A21 OUT A21 OUT A21 OUT A21 OUT BA28 OUT BA28 OUT AD7 I/O AD7 I/O AD7 I/O AD7 I/O A23 OUT A23 OUT FPGA I/O USER PBn2 IN
69 A22 OUT NC - A22 OUT A22 OUT BA27 OUT BA27 OUT AD4 I/O AD4 I/O AD4 I/O AD4 I/O CS0# OUT CS0# OUT FPGA I/O USER PBn3 IN
70 A23 OUT NC - A23 OUT A23 OUT BA26 OUT BA26 OUT AD5 I/O AD5 I/O AD5 I/O AD5 I/O CS1# OUT CS1# OUT FPGA I/O ERTS IN
71 A24 OUT NC - A24 OUT A24 OUT BA25 OUT BA25 OUT AD2 I/O AD2 I/O AD2 I/O AD2 I/O CS2# OUT CS2# OUT FPGA I/O ETXD IN
72 A25 OUT NC - A25 OUT A25 OUT BA24 OUT BA24 OUT AD3 I/O AD3 I/O AD3 I/O AD3 I/O CS3# OUT CS3# OUT FPGA I/O ECTS O
73 Pull-Up - 未使用(Pull-Up) _EPROMCE OUT _EPROMECE OUT _EPROMECE OUT GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND WE0# OUT WE1# OUT FPGA I/O ERXD O
74 CS3- OUT 拡張基板上のコント _CS3 OUT _CS2 OUT _CS2 OUT GND GND GND GND AD1 I/O AD1 I/O AD1 I/O AD1 I/O R/W OUT R/W OUT FPGA I/O POW0n

75 CS0- OUT 拡張基板上のFlash ROM NC - _CS4 OUT _CS4 OUT BA23 OUT BA23 OUT GND GND GND GND GND － GND GND GND - GND - FPGA I/O GND

76 EXTTXD1- OUT 拡張基板上のDSUB9pin PE13/TIOC4B OUT _CS5 OUT _CS5 OUT BA22 OUT BA22 OUT AD0 I/O AD0 I/O AD0 I/O AD0 I/O GND - GND - FPGA I/O GND

77 EXTRXD1- IN ｺﾈｸﾀに直結します。 PE13/TIOC4C OUT PDWR OUT PDWR OUT BA21 OUT BA21 OUT PCIRST# OUT PCIRST# OUT PCIRST# OUT PCIRST# OUT CLK OUT CLK OUT FPGA I/O MICTOR0 I/O
78 EXTRTS1- OUT PE13/TIOC4D OUT _BS OUT _BS OUT BA20 OUT BA20 OUT LOBAT# IN(o/d) LOBAT# IN(o/d) LOBAT# IN(o/d) LOBAT# - BE2# OUT バスバッファを介して接続 BE2# OUT FPGA I/O MICTOR1 I/O
79 GND - GND GND GND GND GND GND BA19 OUT BA19 OUT MPOWER OUT MPOWER OUT MPOWER OUT MPOWER OUT GND - GND - FPGA I/O MICTOR2 I/O
80 GND - GND GND GND GND GND GND BA18 OUT BA18 OUT INTA# IN(o/d) INTA# IN(o/d) INTA# IN(o/d) INTA# IN BE3# OUT BE3# OUT FPGA I/O MICTOR3 I/O
81 RD- OUT _RD OUT _RD OUT _RD OUT BA17 OUT BA17 OUT WAKEUP# IN(o/d) WAKEUP# IN(o/d) WAKEUP# IN(o/d) WAKEUP# IN OE# OUT OE# OUT CPUと直接接続 FPGA I/O MICTOR4 I/O
82 WAIT- IN _WAIT IN _WAIT IN _WAIT IN BA16 OUT BA16 OUT INTB# IN(o/d) INTB# IN(o/d) INTB# IN(o/d) INTB# IN RESERVED  RESERVED  FPGA I/O MICTOR5 I/O
83 LWR- OUT _WRL OUT _WE0 OUT _WE0 OUT GND GND GND GND RESV - RESV - RESV － INIT1# IN BREQ0# IN BREQ# I FPGA I/O MICTOR6 I/O
84 UWR- OUT _WRL OUT _WE1 OUT _WE1 OUT GND GND GND GND INTC# IN(o/d) INTC# IN(o/d) INTC# IN(o/d) INTC# IN BACK# OUT BACK# OUT FPGA I/O MICTOR7 I/O
85 So0 OUT ROMライタDataInに接続 NC - _WE2 OUT _WE2 OUT BA15 OUT BA15 OUT RESV - RESV - RESV － INIT2# IN BE0# OUT BE0# OUT FPGA I/O MICTOR8 I/O
86 Si0. IN ROMライタDataOutに接 NC - _WE3 OUT _WE3 OUT BA14 OUT BA14 OUT INT0# IN(o/d) INT0# IN(o/d) INT0# IN(o/d) INT0# IN BE1# OUT BE1# OUT FPGA I/O MICTOR9 I/O
87 GND - GND GND GND GND GND GND BA13 OUT BA13 OUT A17 OUT A17 OUT A17 OUT A17 OUT WAIT# IN WAIT# IN FPGA I/O MICTOR10 I/O
88 GND - GND GND GND GND GND GND BA12 OUT BA12 OUT CS1# OUT CS1# OUT CS1# OUT CS1# OUT DEOT# OUT DEOT# OUT FPGA I/O MICTOR11 I/O
89 ANi0 IN A/D入力ch0 NC - _IRQ0 IN 割り込み入力 _IRQ0 IN 割り込み入力 BA11 OUT BA11 OUT A16 OUT A16 OUT A16 OUT A16 OUT DREQ0# IN DREQ0# IN FPGA I/O MICTOR12 I/O
90 ANi1 IN A/D入力ch1 NC - _IRQ1 IN 割り込み入力 _IRQ1 IN 割り込み入力 BA10 OUT BA10 OUT CS0# OUT CS0# OUT CS0# OUT CS0# OUT DREQ1# IN DREQ1# IN FPGA I/O MICTOR13 I/O
91 AGND - Analog GND NC - _IRQ2 IN 割り込み入力 _IRQ2 IN 割り込み入力 BA9 OUT BA9 OUT A15 OUT A15 OUT A15 OUT A15 OUT DACK0# OUT DACK0# OUT FPGA I/O MICTOR14 I/O
92 IRQ- IN 割り込み入力 _IRQ3 IN 割り込み入力 _IRQ3 IN 割り込み入力 _IRQ3 IN 割り込み入力 BA8 OUT BA8 OUT “L”固定出力 IORDY# IN(o/d) IORDY# IN(o/d) IORDY# IN(o/d) IORDY# IN DACK1# OUT DACK1# OUT FPGA I/O MICTOR15 I/O
93 NMIIN IN NMI入力 NMI_IN IN NMI入力 NMI_IN IN NMI入力 NMI_IN IN NMI入力 GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND GND - GND - FPGA I/O GND

94 RES_IN- IN RESET入力 _RES_IN IN RESET入力 _RST_IN IN RESET入力 _RST_IN IN RESET入力 GND GND GND GND A7 OUT A7 OUT A7 OUT A7 OUT GND - GND - FPGA I/O GND

95 RES_OUT- OUT RESET出力 _RES_OUT OUT RESET出力 _RES_OUT OUT RESET出力 _RES_OUT OUT RESET出力 BD31 I/O NC － A14 OUT A14 OUT A14 OUT A14 OUT RSV0 - N.C. FPGA I/O MICTOR16 I/O
96 AGND - Analog GND NC - _DREQ0 IN _DREQ0 IN BD30 I/O NC － A6 OUT A6 OUT A6 OUT A6 OUT RSV1 - FPTOUT0 OUT FPGA I/O MICTOR17 I/O
97 ANi2 IN A/D入力ch2 NC - _DRAK0 OUT _DRAK0 OUT BD29 I/O NC － A13 OUT A13 OUT A13 OUT A13 OUT RSV2 - N.C. FPGA I/O MICTOR18 I/O
98 ANi3 IN A/D入力ch3 NC - _DACK0 OUT _DACK0 OUT BD28 I/O NC － A5 OUT A5 OUT A5 OUT A5 OUT RSV3 - FPTOUT1 OUT FPGA I/O MICTOR19 I/O
99 Pull-Up - 未使用(Pull-Up) _ROMSEL IN _ROMSEL IN _ROMSEL IN BD27 I/O NC － A12 OUT A12 OUT A12 OUT A12 OUT RSV4 - N.C. FPGA I/O MICTOR20 I/O
100 ANi4 IN A/D入力ch4 NC - _BASE IN Lowで拡張バス出力 _BASE IN Lowで拡張バス出力 BD26 I/O NC － A4 OUT A4 OUT A4 OUT A4 OUT RSV5 - FPTOUT2 OUT FPGA I/O MICTOR21 I/O
101 GND - GND GND GND GND GND GND BD25 I/O NC － A11 OUT A11 OUT A11 OUT A11 OUT RSV6 - N.C. FPGA I/O MICTOR22 I/O
102 GND - GND GND GND GND GND GND BD24 I/O NC － A3 OUT A3 OUT A3 OUT A3 OUT RSV7 - N.C. FPGA I/O MICTOR23 I/O
103 TXD3 OUT SCI_TXD3 OUT TXD2 OUT TXD2 OUT GND GND GND GND A10 OUT A10 OUT A10 OUT A10 OUT RSV8 - N.C. FPGA I/O MICTOR24 I/O
104 RXD3 IN SCI_RXD3 IN RXD2 IN RXD2 IN GND GND GND GND A2 OUT A2 OUT A2 OUT A2 OUT RSV9 - N.C. FPGA I/O TR CLK OUT
105 ANi5 IN A/D入力ch5 NC - RTS2 OUT RTS2 OUT BD23 I/O NC － A9 OUT A9 OUT A9 OUT A9 OUT RSV10 - N.C. FPGA I/O MICTOR CLK OUT
106 ANi6 IN A/D入力ch6 NC - CTS2 IN CTS2 IN BD22 I/O NC － A1 OUT A1 OUT A1 OUT A1 OUT RSV11 - N.C. FPGA I/O TCK IN
107 ANi7 IN A/D入力ch7 NC - NC - NC - BD21 I/O NC － A8 OUT A8 OUT A8 OUT A8 OUT GND - GND - FPGA I/O TMS IN
108 SCK0 OUT ROMライタCLKに接続 DBGMD IN E10Aエミュレータ ASEMD0 IN E10Aエミュレータ NC - BD20 I/O NC － RESV - RESV - RESV － A0 OUT GND - GND - FPGA I/O POW1# IN
109 GND - GND GND GND GND GND GND BD19 I/O NC － RESV - RESV - RESV － RESV - RSV12 - N.C. FPGA I/O TDI IN
110 GND - GND GND GND GND GND GND BD18 I/O NC － WR# OUT WR# OUT WR# OUT WR# OUT RSV13 - N.C. FPGA I/O TDO OUT
111 Pull-Up - 未使用(Pull-Up) TCK IN E10Aエミュレータ TCK IN E10Aエミュレータ TCK IN E10Aエミュレータ BD17 I/O NC － GND GND GND GND GND － GND GND RSV14 - FWEX OUT FPGA I/O GND

112 Pull-Up - 未使用(Pull-Up) TMS IN E10Aエミュレータ TMS OUT E10Aエミュレータ TMS OUT E10Aエミュレータ BD16 I/O NC － RD# OUT RD# OUT RD# OUT RD# OUT RSV15 - N.C. FPGA I/O GND

113 Pull-Down - 未使用(Pull-Down) _TRST IN _TRST OUT E10Aエミュレータ _TRST OUT E10Aエミュレータ GND GND GND GND D15 I/O D15 I/O D15 I/O D15 I/O RSV16 - N.C. FPGA I/O EOSC OUT
114 Pull-Up - 未使用(Pull-Up) TDI IN TDI IN E10Aエミュレータ TDI IN E10Aエミュレータ GND GND GND GND D7 I/O D7 I/O D7 I/O D7 I/O RSV17 - N.C. FPGA I/O GND

115 Pull-Up - 未使用(Pull-Up) TDO OUT TDO OUT E10Aエミュレータ TDO OUT E10Aエミュレータ BD15 I/O BD15 I/O D14 I/O D14 I/O D14 I/O D14 I/O RSV18 - N.C. FPGA I/O ECLKIN OUT
116 FPCLK IN ROMライタのクロック入 _ASEBRKAK OUT E10Aエミュレータ _ASEBRKAK OUT E10Aエミュレータ _ASEBRKAK OUT E10Aエミュレータ BD14 I/O BD14 I/O D6 I/O D6 I/O D6 I/O D6 I/O RSV19 - VTref Vio3.3に直結 FPGA I/O GND

117 +3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT BD13 I/O BD13 I/O D13 I/O D13 I/O D13 I/O D13 I/O RSV20 - N.C. FPGA I/O ECLKOUT IN
118 +3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT BD12 I/O BD12 I/O D5 I/O D5 I/O D5 I/O D5 I/O BATTERY_S I/O バッテリーボード用 BATTERY_SI I/O FPGA I/O GND

119 +3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT BD11 I/O BD11 I/O D12 I/O D12 I/O D12 I/O D12 I/O RSV22 - Reserved(機種ごとにN.C. FPGA I/O GND

120 +3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT 3.3VSB OUT BD10 I/O BD10 I/O D4 I/O D4 I/O D4 I/O D4 I/O advice_EME IN ROM切り離し用信号 advice_EME IN FPGA I/O GND

121 CS5- OUT LCD用チップセレクト PE0/TIOCOA OUT AUDATA0 I/O E10Aエミュレータ AUDATA0 I/O E10Aエミュレータ BD9 I/O BD9 I/O D11 I/O D11 I/O D11 I/O D11 I/O GND - GND - FPGA I/O GND

122 EXTCTS1- IN 上記76～78pinと同じ PE1/TIOCOB OUT AUDATA1 I/O E10Aエミュレータ AUDATA1 I/O E10Aエミュレータ BD8 I/O BD8 I/O D3 I/O D3 I/O D3 I/O D3 I/O GND - GND - FPGA I/O CONFDONE OUT
123 N.C. - PE2/TIOCOC OUT AUDATA2 I/O E10Aエミュレータ AUDATA2 I/O E10Aエミュレータ GND GND GND GND D10 I/O D10 I/O D10 I/O D10 I/O INT IN 割込み INT IN 割込み FPGA I/O +3.3V

124 N.C. - PE3/TIOCOD OUT AUDATA3 I/O E10Aエミュレータ AUDATA3 I/O E10Aエミュレータ GND GND GND GND D2 I/O D2 I/O D2 I/O D2 I/O WDTOUT OUT 機種ごとに差異あり nRESETO OUT リセット出力 FPGA I/O +3.3V

125 FPRES- IN ROMライタのリセット入 PE6/TIOC2A OUT _AUDSYNC IN E10Aエミュレータ _AUDSYNC IN E10Aエミュレータ BD7 I/O BD7 I/O D9 I/O D9 I/O D9 I/O D9 I/O PORST# OUT パワーオンリセット PORST# OUT パワーオンリセット FPGA I/O +3.3V

126 ADTRG IN A/D TRIG入力 NC - AUDCK OUT E10Aエミュレータ AUDCK OUT E10Aエミュレータ BD6 I/O BD6 I/O D1 I/O D1 I/O D1 I/O D1 I/O RTCK OUT JTAG RTCK RTCK OUT JTAG RTCK FPGA I/O +3.3V

127 +3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT BD5 I/O BD5 I/O D8 I/O D8 I/O D8 I/O D8 I/O RESET# OUT リセット RESET# OUT リセット FPGA I/O Vunreg

128 +3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT BD4 I/O BD4 I/O D0 I/O D0 I/O D0 I/O D0 I/O TRST# IN JTAG TRST TRST# IN JTAG TRST FPGA I/O Vunreg

129 +3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT BD3 I/O BD3 I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN TCK IN JTAG TCK TCK IN JTAG TCK FPGA I/O Vunreg

130 +3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT BD2 I/O BD2 I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN TMS IN JTAG TMS TMS IN JTAG TMS FPGA I/O Vunreg

131 +3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT BD1 I/O BD1 I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN TDI IN JTAG TDI TDI IN JTAG TDI FPGA I/O Vunreg

132 +3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT 3.3V OUT BD0 I/O BD0 I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN TDO OUT JTAG TDO TDO OUT JTAG TDO FPGA I/O Vunreg

133 VBAT-IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN V33 OUT V33 OUT VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN VBAT IN VBAT IN VBAT_IN IN Vunreg

134 VBAT-IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN V33 OUT V33 OUT VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN VBAT IN VBAT IN VBAT_IN IN Vunreg

135 VBAT-IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN V33 OUT V33 OUT VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN VBAT IN VBAT IN VBAT_IN IN Vunreg

136 VBAT-IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN VBAT_IN IN V33 OUT V33 OUT VBAT I/O VBAT I/O VBAT I/O VBAT IN VBAT IN VBAT IN VBAT_IN IN Vunreg

137 GND - GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND GND - GND - GND - GND

138 GND - GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND GND - GND - GND - GND

139 GND - GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND － GND GND GND - GND - GND - GND

140 GND - GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND GND － BRD_IN# GND - GND - GND - GND

※コネクタの規定する番号(1～140)とは逆(1※コネクタの規定する番号(1～140)とは逆(1 ※ダイオードは、VBAT_INとJACKの２箇

バスバッファを介して接続

バスバッファを介して接続 CPUと直接接続

ダイオードは、VBAT_INとJACKの２箇所です

外部からの電源
(3.6V～5V)

イオードは、VBAT_INとJACKの２箇所で

CPUと直接接続

CPUと直接接続

CPUと直接接続

CPUと直接接続

FR  T-Engine Appliance
01-05

FPGA Board
00-00

外部からの電源
(3.6V～5V)

バスバッファを介して
接続

外部からの電源
(3.6V～5V)

LowでLocalBus出力(通常Low)

VBAT電源入力
(4.0V～6.0V)

※ダイオードはありません。

3.3V電源出力

VBAT電源入力
(4.0V～6.0V)

※ダイオードはありません。 ※ダイオードはありません。 ※ダイオードはありません。

VBAT電源入力
(4.0V～6.0V)

ARM T-Engine
03-03

VBAT電源入力
(4.0V～6.0V)

Reserved(機種ごとに

Reserved(機種ごとに

バスバッファを介して接続

バスバッファを介して接続

バスバッファを介して接続

バスバッファを介して接続

SH7751R T-Engine
04-01

※ダイオードは、VBAT_INとJACKの２箇所です。※ダイオードはありません。

M32192 μT-Engine
02-02 04-04 04-04

Tx4956 T-Engine
04-04

VR4131 μT-Engine

常時ON電源 +3.3V出力

通常電源 +3.3V出力

M32104 μT-Engine
02-02

SDIエミュレータ接続用

バスバッファを介して
接続

SDIエミュレータ接続用

3.3V電源出力

VBAT電源入力
(4.8V～5.6V)

バスバッファを介して
接続

SH77760 T-Engine
01-01

CPU電源ON時に5V出力

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

通常電源 +3.3V出力

VBAT電源入力
(4.8V～5.6V)

CPU電源ON時に5V出力

バスバッファを介して
接続

常時ON電源 +3.3V出力

バスバッファを介して
接続

通常電源 +3.3V出力

VBAT電源入力
(4.8V～5.6V)

01-02 01-02

CPUと直接接続

常時ON電源 +3.3V出力

ダンピング抵抗抵抗22
Ωを

SH7145 uT-Engine

CPUと直接接続

SH77727 T-Engine
01-01

バスバッファを介して
接続

V850E/MA3 uT-Engine

ダイオードは、VBAT_INとJACKの２箇所です

VR5500 T-Engine

VBAT電源入力
(4.8V～5.6V)

ROMライタのMODE信号

常時ON電源 +3.3V出力

通常電源 +3.3V出力

ダンピング抵抗抵抗22
Ωを
介して接続します。

ダンピング抵抗抵抗22
Ωを
介して接続します。

ダンピング抵抗抵抗22
Ωを
介して接続します。

3.3V電源出力

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

3.3V電源出力

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

バスバッファを介して
接続

※ダイオードはありません。

ALTERA T-Engine
06-06

電圧範囲
 入力の場合；6.0～

9.0ｖ
 出力の場合；6.0ｖ
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